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(57)【要約】
【課題】高周波脈動の電気エネルギーの電源へ応用する
と、小型化、軽量化及びコスト削減が可能な脈動の電気
エネルギーによる並列共振ＬＥＤ二方向性駆動回路を提
供する。
【解決手段】コンデンサーＣ１００、誘導性インピーダ
ンスコンポネント或いは抵抗性インピーダンスコンポネ
ントによって第一インピーダンスＺ１０１を構成し、コ
ンデンサーＣ２００と誘導性インピーダンスコンポネン
トＩ２００を並列接続して第二インピーダンスＺ１０２
を構成し、その二者を直列に接続し両端へ脈動の電気エ
ネルギーを入力することによって、それぞれの両端に電
気エネルギー分圧を形成し、第二インピーダンスＺ１０
２の固有並列共振周波数は脈動の電気エネルギーの脈動
周期と同じで、脈動の電気エネルギーを入力するとき並
列共振状態を示し、第二インピーダンスＺ１０２の両端
にある電気エネルギー分圧により二方向性導電発光ダイ
オードセットＬ１００を駆動して発光する。
【選択図】図２



(2) JP 2009-170913 A 2009.7.30

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　回路機能及び作動が、キャパシティブインピーダンスコンポネント、誘導性インピーダ
ンスコンポネント或いは抵抗性インピーダンスコンポネントによって第一インピーダンス
を構成し、キャパシティブインピーダンスコンポネントと誘導性インピーダンスコンポネ
ントとを並列接続し、その固有並列共振周波数が脈動の電気エネルギーの脈動周期と同じ
で、かつ並列共振状態を形成することによって、第二インピーダンスを構成し、第一発光
ダイオードと第二発光ダイオードとを逆極性に並列接続することより、二方向性導電発光
ダイオードセットを構成し、また前記第二インピーダンスの両端に並列接続し、そして前
記第一インピーダンスと前記第二インピーダンスを直列接続してからその両端へ脈動の電
気エネルギーを入力することによって、前記第一インピーダンス及び前記第二インピーダ
ンスの両端に分圧を形成し、分圧の電気エネルギーによって前記二方向性導電発光ダイオ
ードセットを駆動するＬＥＤ二方向性駆動回路（Ｕ１００）を備え、
　前記第一インピーダンス（Ｚ１０１）は、第一コンデンサー（Ｃ１００）、誘導性イン
ピーダンスコンポネント或いは抵抗性インピーダンスコンポネントによって構成され、或
いはその中の一種或いは一種以上と一個或いは一個以上のインピーダンスコンポネントに
よって構成され、或いは二種や二種以上のインピーダンスコンポネントによって構成され
、かつ各インピーダンスコンポネントは別々に一個或いは一個以上の直列、並列または直
並列接続によって構成されることによって、直流インピーダンス或いは交流インピーダン
スを提供し、
　或いは、前記第一インピーダンス（Ｚ１０１）は、キャパシティブインピーダンスコン
ポネントと誘導性インピーダンスコンポネントを互いに直列接続し、かつ脈動電源の脈動
周期が同じであって、直列共振状態を形成し、或いはキャパシティブインピーダンスと誘
導性インピーダンスとを互いに並列接続し、かつ脈動電源の脈動周期を示す並列共振状態
を形成し、
　前記第二インピーダンス（Ｚ１０２）は、誘導性インピーダンスコンポネント（Ｉ２０
０）と第二コンデンサー（Ｃ２００）を並列接続することによって構成し、脈動の電気エ
ネルギーの脈動周期と同じであって、かつ相対並列共振インピーダンス状態及び端子電圧
状態を形成し、
　前記第一インピーダンス（Ｚ１０１）と前記第二インピーダンス（Ｚ１０２）を互いに
直列接続し、前記第一インピーダンス（Ｚ１０１）と前記第二インピーダンス（Ｚ１０２
）とを互いに直列接続してからその両端に、（１）直流脈動の電気エネルギーを入力する
か、或いは、（２）直流電源を固定或いは可変電圧に転換し、かつ固定或いは可変周期の
直流脈動の電気エネルギーを入力するか、或いは、（３）交流の電気エネルギーを直流の
電気エネルギーに整流し、固定或いは可変電圧に再転換し、かつ固定或いは可変周期の直
流脈動の電気エネルギーを入力するか、或いは、（４）固定或いは可変電圧及び固定或い
は可変周波数の交流の電気エネルギーを入力し、半波或いは全波の直流脈動の電気エネル
ギーに整流し、
　前記二方向性導電発光ダイオードセット（Ｌ１００）は、前記第一発光ダイオード（Ｌ
ＥＤ１０１）と前記第二発光ダイオード（ＬＥＤ１０２）とが逆極性に並列接続すること
によって構成され、前記第一発光ダイオード（ＬＥＤ１０１）と前記第二発光ダイオード
（ＬＥＤ１０２）との数量は同じか或いは異なることが可能で、前記第一発光ダイオード
（ＬＥＤ１０１）と前記第二発光ダイオードＬＥＤ１０２とは、一個の個別発光ダイオー
ドの順発光電流極性によって構成され、或いは二個或いは二個以上の発光ダイオードの順
発光電流極性が直列或いは並列接続して構成され、或いは三個或いは三個以上の発光ダイ
オード順発光電流極性を直列接続、並列接続または直並列接続によって構成され、
　前記二方向性導電発光ダイオードセット（Ｌ１００）はニーズによって、一セット或い
は一セット以上を選択設置することによって、前記第一インピーダンス（Ｚ１０１）或い
は前記第二インピーダンス（Ｚ１０２）の二者或いはその中の一つの両端に並列接続し、
入力する電気エネルギーが前記第一インピーダンス（Ｚ１０１）の両端及び前記第二イン
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ピーダンス（Ｚ１０２）の両端に形成する電気エネルギー分圧によって、前記二方向性導
電発光ダイオードセット（Ｌ１００）を駆動して発光し、
　前記ＬＥＤ二方向性駆動回路（Ｕ１００）の中にある前記第一インピーダンス（Ｚ１０
１）、前記第二インピーダンス（Ｚ１０２）及び前記二方向性導電発光ダイオードセット
（Ｌ１００）は、ニーズによって一個或いは一個以上の選択が可能であり、
　前記第一インピーダンス（Ｚ１０１）、前記第二インピーダンス（Ｚ１０２）、前記二
方向性導電発光ダイオードセット（Ｌ１００）、前記第一発光ダイオード（ＬＥＤ１０１
）、前記第二発光ダイオード（ＬＥＤ１０２）及び上記に選択した各項の補助性回路コン
ポネントは、ニーズによって設置するかしないかの選択が可能であり、設置数量は一個に
よって構成されてもよく、一個以上を選択する場合、応用時の回路機能のニーズによって
、相対極性関係を選定し、直列、並列または直並列に接続することを特徴とする並列共振
ＬＥＤ二方向性駆動回路。
【請求項２】
　前記第一インピーダンス（Ｚ１０１）は、前記第一コンデンサー（Ｃ１００）によって
構成され、特に二極性キャパシティブによって構成され、数量は一個或いは一個以上であ
り、或いはニーズによって不使用を選択し、
　前記第二インピーダンス（Ｚ１０２）は、前記誘導性インピーダンスコンポネント（Ｉ
２００）及び前記第二コンデンサー（Ｃ２００）を並列接続することによって構成され、
特に誘導性インピーダンスコンポネントと二極性キャパシティブによって構成されること
より、脈動の電気エネルギーの脈動周期と同じであって、かつ並列共振状態を形成し、数
量は一個或いは一個以上であり、
　前記第一インピーダンス（Ｚ１０１）と前記第二インピーダンス（Ｚ１０２）とを直列
接続し、直列接続してからその両端へ脈動の電気エネルギーを入力し、また前記第二イン
ピーダンス（Ｚ１０２）に並列共振を示す電気エネルギーの分圧を形成し、その分圧の電
気エネルギーによって前記二方向性導電発光ダイオードセット（Ｌ１００）を駆動し、
　前記二方向性導電発光ダイオードセット（Ｌ１００）は、前記第一発光ダイオード（Ｌ
ＥＤ１０１）と前記第二発光ダイオード（ＬＥＤ１０２）とが逆極性に並列接続すること
によって構成され、前記第一発光ダイオード（ＬＥＤ１０１）と前記第二発光ダイオード
（ＬＥＤ１０２）との数量は同じか或いは異なることが可能で、前記第一発光ダイオード
（ＬＥＤ１０１）と前記第二発光ダイオード（ＬＥＤ１０２）とは、一個の個別発光ダイ
オードの順発光電流極性によって構成され、或いは二個或いは二個以上の発光ダイオード
の順発光電流極性が直列或いは並列接続して構成され、或いは三個或いは三個以上の発光
ダイオード順発光電流極性を直列接続、並列接続または直並列接続して構成され、
　前記二方向性導電発光ダイオードセット（Ｌ１００）は、ニーズによって、一セット或
いは一セット以上を選択設置することによって、前記第一インピーダンス（Ｚ１０１）或
いは前記第二インピーダンス（Ｚ１０２）の二者或いはその中の一つの両端に並列接続し
、入力する電気エネルギーが前記第一インピーダンス（Ｚ１０１）の両端及び前記第二イ
ンピーダンス（Ｚ１０２）の両端に形成する電気エネルギー分圧を通して、前記二方向性
導電発光ダイオードセット（Ｌ１００）を駆動して発光し、
　前記二方向性導電発光ダイオードセット（Ｌ１００）を前記第二インピーダンス（Ｚ１
０２）の両端に並列接続し、脈動の電気エネルギーの周期が並列共振を示す前記第二イン
ピーダンス（Ｚ１０２）の両端の分電圧の電気エネルギーによって駆動され、また前記第
一インピーダンス（Ｚ１０１）のインピーダンスを通して電流を制限し、特に前記第一コ
ンデンサー（Ｃ１００）（例えば二極性コンデンサー）を前記第一インピーダンスコンポ
ネントとして選用するとき、キャパシティブインピーダンスを通して出力電流を制限し、
　前記第一インピーダンス（Ｚ１０１）、前記第二インピーダンス（Ｚ１０２）及び前記
二方向性導電発光ダイオードセット（Ｌ１００）を、上記の線路構造に従って接続し、前
記ＬＥＤ二方向性駆動回路（Ｕ１００）を構成することを特徴とする請求項１に記載の並
列共振ＬＥＤ二方向性駆動回路。
【請求項３】
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　前記二方向性導電発光ダイオードセット（Ｌ１００）を、前記第二インピーダンス（Ｚ
１０２）と並列接続し、電流分流効果を形成することによって、電源電圧が変動するとき
、前記二方向性導電発光ダイオードセット（Ｌ１００）の両端の電源電圧変動率を減少さ
せることが可能であることを特徴とする請求項１に記載の並列共振ＬＥＤ二方向性駆動回
路。
【請求項４】
　前記ＬＥＤ二方向性駆動回路の第一インピーダンス（Ｚ１０１）の不使用を選択するこ
とが可能で、前記第二インピーダンス（Ｚ１０２）から直接的に脈動の電気エネルギーの
電源に並列接続することを特徴とする請求項１に記載の並列共振ＬＥＤ二方向性駆動回路
。
【請求項５】
　前記第一発光ダイオード（ＬＥＤ１０１）或いは前記第二発光ダイオード（ＬＥＤ１０
２）の中の一つが、第一ダイオード（ＣＲ１００）によって取り替えられ、また前記第一
ダイオード（ＣＲ１００）の電流の流れ方向は、並列接続と保留される前記第一発光ダイ
オード（ＬＥＤ１０１）或いは前記第二発光ダイオード（ＬＥＤ１０２）の作動電流の流
れ方向とは、逆極性に並列接続することが可能であることを特徴とする請求項１に記載の
並列共振ＬＥＤ二方向性駆動回路。
【請求項６】
　前記二方向性導電発光ダイオードセット（Ｌ１００）を構成するの前記第一発光ダイオ
ード（ＬＥＤ１０１）及び前記第二発光ダイオード（ＬＥＤ１０２）において、同時に第
一限流抵抗（Ｒ１０３）及び第二限流抵抗（Ｒ１０４）を設置する場合、限流機能を得る
ために、第三限流抵抗（Ｒ１００）を直接前記二方向性導電発光ダイオードセット（Ｌ１
００）と直列接続し、またこれは取り替えるか或いは同時に設置することが可能であり、
前記第三限流抵抗（Ｒ１００）は誘導性インピーダンス（Ｉ１００）によって取り替える
ことが可能であり、上記回路構造及び補助回路コンポネントの選択に従って、前記ＬＥＤ
二方向性駆動回路（Ｕ１００）を構成することを特徴とする請求項１に記載の並列共振Ｌ
ＥＤ二方向性駆動回路。
【請求項７】
　更に前記二方向性導電発光ダイオードセット（Ｌ１００）を構成する前記第一発光ダイ
オード（ＬＥＤ１０１）及び前記第二発光ダイオード（ＬＥＤ１０２）の両端に別々にツ
ェナーダイオードを並列接続し、或いはツェナーダイオードをまずダイオードと直列に接
続し、ツェナー電圧効果を生じさせてから、別々に前記第一発光ダイオード（ＬＥＤ１０
１）或いは前記第二発光ダイオード（ＬＥＤ１０２）の両端に並列接続する脈動の電気エ
ネルギーによる並列共振ＬＥＤ二方向性駆動回路であって、
　前記二方向性導電発光ダイオードセット（Ｌ１００）を構成する前記第一発光ダイオー
ド（ＬＥＤ１０１）の両端を第一ツェナーダイオード（ＺＤ１０１）と並列接続し、その
極性関係は、前記第一ツェナーダイオード（ＺＤ１０１）のツェナー電圧によって前記第
一発光ダイオード（ＬＥＤ１０１）の両端の作動電圧を制限し、
　前記第一ツェナーダイオード（ＺＤ１０１）は、ニーズによって第二ダイオード（ＣＲ
２０１）を選択設置し、前記第一ツェナーダイオード（ＺＤ１０１）との直列接続が可能
であり、これにより、前記第一ツェナーダイオード（ＺＤ１０１）を保護し、逆方向電流
を防ぐことが可能で、前記第二ダイオード（ＣＲ２０１）と前記第一ツェナーダイオード
（ＺＤ１０１）との二者は、温度補償効果を持ち、
　前記二方向性導電発光ダイオードセット（Ｌ１００）に前記第二発光ダイオード（ＬＥ
Ｄ１０２）を選択使用するとき、ニーズによって前記第二発光ダイオード（ＬＥＤ１０２
）の両端を選択し、第二ツェナーダイオード（ＺＤ１０２）と並列に接続することが可能
で、その極性関係は前記第二ツェナーダイオード（ＺＤ１０２）のツェナー電圧によって
、前記第二発光ダイオード（ＬＥＤ１０２）の両端の作動電圧を制限し、
　前記第二ツェナーダイオード（ＺＤ１０２）は、ニーズによって第三ダイオード（ＣＲ
２０２）を選択設置し、前記第二ツェナーダイオード（ＺＤ１０２）と直列に接続するこ
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とが可能で、これにより、前記第二ツェナーダイオード（ＺＤ１０２）を保護し、逆方向
電流を防ぐことが可能であり、前記第三ダイオード（ＣＲ２０２）と前記第二ツェナーダ
イオード（ＺＤ１０２）との二者は、温度補償効果を持つことを特徴とする請求項１に記
載の並列共振ＬＥＤ二方向性駆動回路。
【請求項８】
　前記ツェナーダイオードの構成は、
　（１）前記二方向性導電発光ダイオードセット（Ｌ１００）を構成する前記第一発光ダ
イオード（ＬＥＤ１０１）の両端に、前記第一ツェナーダイオード（ＺＤ１０１）を並列
接続すると同時に、前記第二発光ダイオード（ＬＥＤ１０２）の両端に、前記第二ツェナ
ーダイオード（ＺＤ１０２）を並列接続するか、
　或いは、（２）二個の前記第一ツェナーダイオード（ＺＤ１０１）及び前記第二ツェナ
ーダイオード（ＺＤ１０２）を逆方向に直列接続してから、更に前記二方向性導電発光ダ
イオードセット（Ｌ１００）の両端に並列接続するか、
　或いは、（３）二方向性ツェナー効果を持つダイオードと並列接続する前記二方向性導
電発光ダイオードセット（Ｌ１００）の回路に取り替えることを特徴とする請求項７に記
載の並列共振ＬＥＤ二方向性駆動回路。
【請求項９】
　前記第一発光ダイオード（ＬＥＤ１０１）に第一充放電可能装置（ＥＳＤ１０１）を設
置し、或いは前記第二発光ダイオード（ＬＥＤ１０２）に第二充放電可能装置（ＥＳＤ１
０２）を設置することが可能であり、
　前記第一充放電可能装置（ＥＳＤ１０１）及び前記第二充放電可能装置（ＥＳＤ１０２
）は、アットランダムに充電或いは電気エネルギーを放出する特性があって、前記第一発
光ダイオード（ＬＥＤ１０１）或いは前記第二発光ダイオード（ＬＥＤ１０２）の発光安
定性を安定させ、また発光照度の脈動を下げることが可能であり、
　前記第一充放電可能装置（ＥＳＤ１０１）と前記第二充放電可能装置（ＥＳＤ１０２）
は、各種のよく使われる充放電可能な電池、超コンデンサ及びコンデンサによって構成さ
れることを特徴とする請求項１に記載の並列共振ＬＥＤ二方向性駆動回路。
【請求項１０】
　充放電可能装置の応用回路を加設する脈動の電気エネルギーによる並列共振ＬＥＤ二方
向性駆動回路であって、
　第一限流抵抗（Ｒ１０３）を前記第一発光ダイオード（ＬＥＤ１０１）と直列接続後そ
の両端に第一充放電可能装置（ＥＳＤ１０１）を並列に接続ることが可能であり、
　或いは更に第二限流抵抗（Ｒ１０４）を前記第二発光ダイオード（ＬＥＤ１０２）と直
列に接続してからその両端に第二充放電可能装置（ＥＳＤ１０２）を並列に接続ることが
可能であることを特徴とする請求項１に記載の並列共振ＬＥＤ二方向性駆動回路。
【請求項１１】
　更に前記第一発光ダイオード、前記第二発光ダイオード及び直列に接続する限流抵抗の
両端に、充放電可能装置の回路を並列接続することが可能な脈動の電気エネルギーによる
並列共振ＬＥＤ二方向性駆動回路であって、
　前記第一発光ダイオード（ＬＥＤ１０１）と第一限流抵抗（Ｒ１０３）とを直列に接続
してからその両端に、或いは前記第一発光ダイオード（ＬＥＤ１０１）の両端に極性に従
って第一充放電可能装置（ＥＳＤ１０１）を並列接続し、前記第一充放電可能装置（ＥＳ
Ｄ１０１）は、アットランダムに充電或いは電気エネルギーを放出する特性があって、前
記第一発光ダイオード（ＬＥＤ１０１）の発光作動を安定させ、かつ発光照度の脈動を下
げることが可能であり、
　前記第二発光ダイオード（ＬＥＤ１０２）を選択したとき、前記第二発光ダイオード（
ＬＥＤ１０２）を第二限流抵抗（Ｒ１０４）と直列に接続してからその両端に極性に従っ
て第二充放電可能装置（ＥＳＤ１０２）を並列接続し、前記第二充放電可能装置（ＥＳＤ
１０２）は、アットランダムに充電或いは電気エネルギーを放出する特性があって、前記
第二発光ダイオード（ＬＥＤ１０２）の発光作動を安定させ、かつ発光照度の脈動を下げ
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ることが可能であり、
　前記ＬＥＤ二方向性駆動回路（Ｕ１００）において、前記第一発光ダイオード（ＬＥＤ
１０１）及び逆方向並列ダイオード（ＣＲ１００）を選択したとき、この主な回路構造は
、前記第一発光ダイオード（ＬＥＤ１０１）と前記第一限流抵抗（Ｒ１０３）とを直列に
接続してからその両端に極性に従って前記第一充放電可能装置（ＥＳＤ１０１）を並列接
続し、前記第一充放電可能装置（ＥＳＤ１０１）は、アットランダムに充電或いは電気エ
ネルギーを放出する特性があって、前記第一発光ダイオード（ＬＥＤ１０１）の発光作動
を安定させ、かつ発光照度の脈動を下げることが可能であり、
　前記第一充放電可能装置（ＥＳＤ１０１）及び前記第二充放電可能装置（ＥＳＤ１０２
）は、各種のよく使われる充放電可能な電池、超コンデンサまたはコンデンサによって構
成されることを特徴とする請求項１に記載の並列共振ＬＥＤ二方向性駆動回路。
【請求項１２】
　前記ＬＥＤ二方向性駆動回路（Ｕ１００）にある第一限流抵抗（Ｒ１０３）及び第二限
流抵抗（Ｒ１０４）を第三限流抵抗（Ｒ１００）によって取替え、前記二方向性導電発光
ダイオードセット（Ｌ１００）の共用限流抵抗とするとき、
　第一充放電可能装置（ＥＳＤ１０１）を直接に同極性の前記第一発光ダイオード（ＬＥ
Ｄ１０１）の両端に並列接続し、第二充放電可能装置（ＥＳＤ１０２）は同極性であって
、かつ前記第二発光ダイオード（ＬＥＤ１０２）の両端に並列接続し、前記第一充放電可
能装置（ＥＳＤ１０１）及び前記第二充放電可能装置（ＥＳＤ１０２）は、アットランダ
ムに充電或いは電気エネルギーを放出する特性があり、
　前記第一充放電可能装置（ＥＳＤ１０１）及び前記第二充放電可能装置（ＥＳＤ１０２
）は、各種のよく使われる充放電可能な電池、超コンデンサまたはコンデンサによって構
成されることを特徴とする請求項１に記載の並列共振ＬＥＤ二方向性駆動回路。
【請求項１３】
　前記二方向性導電発光ダイオードセット（Ｌ１００）の両端に、充放電可能装置を加設
し、アットランダムに充電或いは電気エネルギーを放出することによって、前記二方向性
導電発光ダイオード（Ｌ１００）の中の前記第一発光ダイオード（ＬＥＤ１０１）と前記
第二発光ダイオード（ＬＥＤ１０２）の発光安定度を安定させる以外に、断電時、前記充
放電可能装置より貯蔵した電気エネルギーを出力することより、前記第一発光ダイオード
（ＬＥＤ１０１）、或いは前記第二発光ダイオード（ＬＥＤ１０２）の少なくともその中
の一つを駆動し、持続発光させる脈動の電気エネルギーによる並列共振ＬＥＤ二方向性駆
動回路であって、
　使用する第一充放電可能装置（ＥＳＤ１０１）或いは第二充放電可能装置（ＥＳＤ１０
２）は単極性の場合は、前記第一発光ダイオード（ＬＥＤ１０１）と前記単極性第一充放
電可能装置（ＥＳＤ１０１）とを並列に接続してから、逆方向電圧によって前記単極性第
一充放電可能装置への破損を防ぐために、順極性に直列接続する第四ダイオード（ＣＲ１
０１）をオプションすることが可能であり、前記第二発光ダイオード（ＬＥＤ１０２）と
前記単極性第二充放電可能装置（ＥＳＤ１０２）とを並列に接続してから、逆方向電圧に
よって前記単極性第二充放電可能装置への破損を防ぐために、ニーズによって順極性に直
列接続する第五ダイオード（ＣＲ１０２）を選択設置することが可能であることを特徴と
する請求項１に記載の並列共振ＬＥＤ二方向性駆動回路。
【請求項１４】
　前記二方向性導電発光ダイオードセット（Ｌ１００）のダイオード二方向性導電発光機
能の構成方式は、前記第一発光ダイオード（ＬＥＤ１０１）と第四ダイオード（ＣＲ１０
１）とを逆極性に並列接続し、かつ前記第二発光ダイオード（ＬＥＤ１０２）と第五ダイ
オード（ＣＲ１０２）とを逆極性に並列接続してから、二者を逆方向に直列接続すること
によって前記二方向性導電発光ダイオードセットを構成することを特徴とする請求項１に
記載の並列共振ＬＥＤ二方向性駆動回路。
【請求項１５】
　前記ＬＥＤ二方向性駆動回路（Ｕ１００）において、
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　一セットの前記二方向性導電発光ダイオードセット（Ｌ１００）の選択設置が可能で、
或いは一セット以上の前記二方向性導電発光ダイオードセット（Ｌ１００）を選択設置し
、直列、並列または直並列接続し、
　一セット或いは一セット以上を選択設置するとき、共同して共用する前記第二インピー
ダンス（Ｚ１０２）の分圧電気エネルギーによって駆動されることが可能で、或いは直列
や並列接続する多セットの前記第二インピーダンス（Ｚ１０２）より個別にマッチされ、
多セットの前記第二インピーダンス（Ｚ１０２）の分圧電気エネルギーによって、個別に
マッチする前記二方向性導電発光ダイオードセット（Ｌ１００）を駆動することを特徴と
する請求項１に記載の並列共振ＬＥＤ二方向性駆動回路。
【請求項１６】
　第一充放電装置（ＥＳＤ１０１）或いは第二充放電装置（ＥＳＤ１０２）を設置しない
場合、前記第一発光ダイオード（ＬＥＤ１０１）或いは前記第二発光ダイオード（ＬＥＤ
１０２）は断続導電となり、前記第一発光ダイオード（ＬＥＤ１０１）或いは前記第二発
光ダイオード（ＬＥＤ１０２）は入力電圧波形及び導電と断電時間の割合に従って、また
通電発光時の順電流値を相対選定し、かつ前記一方向性導電性発光ダイオードセット（Ｌ
１００）の各発光ダイオードの通電発光時の順電圧ピーク値を相対選択することによって
、回路中の前記第一発光ダイオード（ＬＥＤ１０１）或いは前記第二発光ダイオード（Ｌ
ＥＤ１０２）は断続導電の駆動状態である場合、導電と断電時間の割合によって、定格順
電圧より高い値を通電発光の順電圧ピーク値として選定し、ただし原則として、通電発光
の順電圧ピーク値は前記第一発光ダイオード（ＬＥＤ１０１）或いは前記第二発光ダイオ
ード（ＬＥＤ１０２）にダメージを与えてはならないことを特徴とする請求項１に記載の
並列共振ＬＥＤ二方向性駆動回路。
【請求項１７】
　第一充放電可能装置（ＥＳＤ１０１）或いは第二充放電装置（ＥＳＤ１０２）を設置し
ない場合は、通電発光の順電圧の高低及び波形は、通電発光の順電圧が通電発光の順電流
に対するレシオの電流大小及び電流波形を形成し、ただし原則として、通電発光の順電圧
ピーク値は前記第一発光ダイオード（ＬＥＤ１０１）或いは前記第二発光ダイオード（Ｌ
ＥＤ１０２）にダメージを与えてはならないことを特徴とする請求項１に記載の並列共振
ＬＥＤ二方向性駆動回路。
【請求項１８】
　直列式電気エネルギーパワーコントローラーに直列接続することが可能な脈動の電気エ
ネルギーによる並列共振ＬＥＤ二方向性駆動回路であって、
　直列式電気エネルギーパワーコントローラーは、
　よく使われるメカトロニクスコンポネント或いは固体パワーコンポネント及び電子回路
関連コンポネントによって構成され、直流脈動の電気エネルギーの出力パワーを制御する
直列式直流の電気エネルギーパワーコントローラー（３３０）と、
　よく使われるメカトロニクスコンポネント或いは固体パワーコンポネント及び電子回路
関連コンポネントによって構成され、二方向性電気エネルギーの出力パワーを制御する直
列式二方向性電気エネルギーパワーコントローラー（３００）と、
を備え、
　回路の作動機能は、
　（１）前記直列式直流の電気エネルギーパワーコントローラー（３３０）を前記ＬＥＤ
二方向性駆動回路（Ｕ１００）に直列接続し、二者を直列接続してから、電源からの直流
脈動の電気エネルギーを入力し、前記直列式直流の電気エネルギーパワーコントローラー
（３３０）を通して、電源からの脈動の電気エネルギーを調整制御し、またパルス幅変調
を行い、或いは導電の位相角を制御し、或いはインピーダンスの調整制御の方式でパワー
を調整制御することによって、前記ＬＥＤ二方向性駆動回路（Ｕ１００）を駆動するか、
　或いは、（２）前記直列式二方向性電気エネルギーパワーコントローラー（３００）を
前記第二インピーダンス（Ｚ１０２）と前記二方向性導電発光ダイオードセット（Ｌ１０
０）との間に直列接続し、前記直列式二方向性電気エネルギーパワーコントローラー（３
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００）を経て、前記第二インピーダンス（Ｚ１０２）の両端からの並列共振を示す交流分
圧二方向性電気エネルギーを調整制御し、パルス幅変調を行い、或いは導電の位相角を制
御し、或いはインピーダンスの調整制御の方式でパワーを調整制御することによって、前
記二方向性導電発光ダイオードセット（Ｌ１００）を駆動することを特徴とする請求項１
に記載の並列共振ＬＥＤ二方向性駆動回路。
【請求項１９】
　並列式電気エネルギーパワーコントローラーに並列接続することが可能な脈動の電気エ
ネルギーによる並列共振ＬＥＤ二方向性駆動回路であって、
　並列式電気エネルギーパワーコントローラーの構成は、
　よく使われるメカトロニクスコンポネント或いは固体パワーコンポネント及び電子回路
関連コンポネントによって構成され、直流脈動の電気エネルギーの出力パワーを制御する
並列式直流の電気エネルギーパワーコントローラー（４３０）と、
　よく使われるメカトロニクスコンポネント或いは固体パワーコンポネント及び電子回路
関連コンポネントによって構成され、二方向性電気エネルギーの出力パワーを制御する並
列式二方向性電気エネルギーパワーコントローラー（４００）と、
を備え、
　回路の作動機能は、
　（１）前記並列式直流の電気エネルギーパワーコントローラー（４３０）の出力端を前
記ＬＥＤ二方向性駆動回路（Ｕ１００）に並列接続し、かつ前記並列式直流の電気エネル
ギーパワーコントローラー（４３０）の入力端へ電源からの直流脈動の電気エネルギーを
入力し、前記並列式直流の電気エネルギーパワーコントローラー（４３０）を通して、電
源からの直流脈動の電気エネルギーを調整制御し、パルス幅変調を行い、或いは導電の位
相角を制御し、或いはインピーダンスを調整制御する方式でパワーを調整制御することよ
り、前記ＬＥＤ二方向性駆動回路（Ｕ１００）を駆動するか、
　或いは、（２）前記並列式直流の電気エネルギーパワーコントローラー（４００）の出
力端を前記二方向性導電発光ダイオードセット（Ｌ１００）の入力端と並列接続し、かつ
前記並列式二方向性電気エネルギーパワーコントローラー（４００）の入力端を前記第二
インピーダンス（Ｚ１０２）と並列接続し、前記二方向性電気エネルギーパワーコントロ
ーラー（４００）を通して、前記第二インピーダンス（Ｚ１０２）の両端で並列共振を示
す交流分圧二方向性電気エネルギーを調整制御し、パルス幅変調を行い、或いは導電の位
相角を制御し、或いはインピーダンスを調整制御する方式でパワーを調整制御し、前記二
方向性導電発光ダイオードセット（Ｌ１００）を駆動することを特徴とする請求項１に記
載の並列共振ＬＥＤ二方向性駆動回路。
【請求項２０】
　ＤＣ‐ＤＣコンバータから出力する電気エネルギーによって駆動される脈動の電気エネ
ルギーによる並列共振ＬＥＤ二方向性駆動回路であって、
　よく使われるメカトロニクス或いは固体パワーコンポネント及び電子回路関連コンポネ
ントより構成され、入力端へ直流の電気エネルギーを入力し、出力端はニーズによって選
定した固定或いは可変電圧及び固定或いは可変周期の直流脈動の電気エネルギーを出力す
るＤＣ‐ＤＣコンバータ（５０００）を備え、
　回路の作動機能は、
　前記ＤＣ‐ＤＣコンバータ（５０００）の入力端へ直流の電気エネルギーを入力し、そ
の出力端から直流脈動の電気エネルギーを出力し、かつ前記ＬＥＤ二方向性駆動回路（Ｕ
１００）を前記ＤＣ‐ＤＣコンバータ（５０００）の出力端と並列に接続し、かつ前記Ｄ
Ｃ‐ＤＣコンバータ（５０００）の入力端は、ニーズによって選定する固定或いは可変電
圧の直流電気エネルギーを入力し、或いは交流電気エネルギーを直流電気エネルギーに整
流してから入力し、
　前記ＤＣ‐ＤＣコンバータ（５０００）の出力端は、ニーズによって選定した固定或い
は可変電圧及び固定或いは可変周期の脈動の電気エネルギーを出力することによって、前
記ＬＥＤ二方向性駆動回路（Ｕ１００）を制御及び駆動し、
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　また前記ＤＣ‐ＤＣコンバータ（５０００）で出力パワーの制御をすることより、直列
共振の前記ＬＥＤ二方向性駆動回路（Ｕ１００）への出力を制御し、或いは出力する電気
エネルギーに対して、パルス幅変調を行い、或いは導電の位相角を制御し、或いはインピ
ーダンスを制御する方式でパワーを調整制御することによって、前記ＬＥＤ二方向性駆動
回路（Ｕ１００）の操作制御と駆動をすることを特徴とする請求項１に記載の並列共振Ｌ
ＥＤ二方向性駆動回路。
【請求項２１】
　前記ＬＥＤ二方向性駆動回路（Ｕ１００）をよく使われるインピーダンスコンポネント
（５００）と直列に接続してから電源と並列に接続する脈動の電気エネルギーによる並列
共振ＬＥＤ二方向性駆動回路であって、
　前記インピーダンスコンポネント（５００）は、
　（１）抵抗性インピーダンス特性を持つコンポネントより構成するか、
　或いは、（２）誘導性インピーダンス特性を持つデバスより構成するか、
　或いは、（３）キャパシティブインピーダンス特性を持つコンポネントよりを構成する
か、
　或いは、（４）単一インピーダンスコンポネントが同時にキャパシティブインピーダン
ス、誘導性インピーダンス或いは抵抗性インピーダンスの中で少なくとも二種の合成イン
ピーダンス特性を持つコンポネントより構成されることによって、直流性質のインピーダ
ンス或いは交流性質のインピーダンスを提供するか、
　或いは、（５）単一インピーダンスコンポネントが誘導性インピーダンス及びキャパシ
ティブインピーダンスの合成インピーダンス特性を持つコンポネントより構成され、かつ
その並列共振周波数と通過する二方向性或いは一方向性脈動の電気エネルギーの周波数或
いは周期と同じで、また並列共振状態になることが可能であるか、
　或いは、（６）キャパシティブインピーダンスコンポネント、誘導性インピーダンスコ
ンポネント或いは抵抗性インピーダンスコンポネントより構成され、その中の一種或いは
一種以上を有し、かつ一個或いは一個以上のインピーダンスコンポネントより構成され、
或いは二種或いは二種以上の直列に接続するインピーダンスコンポネントを採用し、或い
は並列や直並列接続より構成され、直流性質のインピーダンス或いは交流性質のインピー
ダンスを提供するか、
　或いは、（７）キャパシティブインピーダンスコンポネントと誘導性インピーダンスコ
ンポネントとが互いに直列に接続することより構成され、直列に接続してから固有直列共
振周波数と通過する二方向性或いは一方向性脈動の電気エネルギーの周波数或いは周期と
同じで、かつ直列共振状態を形成し、また相対的にキャパシティブインピーダンスコンポ
ネント或いは誘導性インピーダンスコンポネントの両端に、直列共振を示す相対端の電圧
を形成することが可能であるか、
　或いは、キャパシティブインピーダンスと誘導性インピーダンスを互いに並列接続し、
並列接続してからの固有並列共振周波数は、通過する二方向性或いは一方向性脈動の電気
エネルギーの周波数或いは周期と同じで、かつ並列共振状態を形成し、かつ相対端の電圧
を形成することが可能であることを特徴とする請求項１に記載の並列共振ＬＥＤ二方向性
駆動回路。
【請求項２２】
　前記第二インピーダンス（Ｚ１０２）の前記誘導性インピーダンスコンポネント（Ｉ２
００）の選択は、更に誘導効果を持つ変圧器電源巻線によって取替えることが可能であっ
て、
　単巻変圧器（ＳＴ２００）は、昇圧機能を持つ単巻変圧巻線（Ｗ０）であって、前記単
巻変圧器（ＳＴ２００）の前記単巻変圧巻線（Ｗ０）のｂ、ｃ端を電源側とし、前記第二
インピーダンス（Ｚ１０２）の中の前記誘導性インピーダンスコンポネント（Ｉ２００）
を取り替えることによって、前記第二コンデンサー（Ｃ２００）と並列に接続し、並列接
続後の固有並列共振周波数は、電源からの脈動の電気エネルギーの脈動周期と並列共振状
態を形成することによって、前記第二インピーダンス（Ｚ１０２）を構成し、前記第一イ
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ンピーダンス（Ｚ１０１）を構成する前記第一コンデンサー（Ｃ１００）と直列に接続し
、前記第二コンデンサー（Ｃ２００）は前記単巻変圧器（ＳＴ２００）のタップ（ＴＡＰ
）のａ、ｃ間或いはｂ、ｃ間或いはほかのニーズによってタップ間での並列接続の選択が
可能で、前記単巻変圧器（ＳＴ２００）の前記単巻変圧巻線（Ｗ０）のａ、ｃ出力端より
昇圧交流の電気エネルギーを出力することより、前記二方向性導電発光ダイオードセット
（Ｌ１００）を駆動することを特徴とする請求項１に記載の並列共振ＬＥＤ二方向性駆動
回路。
【請求項２３】
　前記第二インピーダンス（Ｚ１０２）の前記誘導性インピーダンスコンポネント（Ｉ２
００）の選択は、更に誘導効果を持つ変圧器電源巻線によって取替えることが可能であっ
て、
　単巻変圧器（ＳＴ２００）は、降圧機能を持つ単巻変圧巻線（Ｗ０）であって、前記単
巻変圧器（ＳＴ２００）の前記単巻変圧巻線（Ｗ０）のａ、ｃ端を電源側とし、前記第二
インピーダンス（Ｚ１０２）の中の前記誘導性インピーダンスコンポネント（Ｉ２００）
を取り替えることによって、前記第二コンデンサー（Ｃ２００）と並列に接続し、並列接
続後の固有並列共振周波数は、電源からの脈動の電気エネルギーの脈動周期と並列共振状
態を形成することによって、前記第二インピーダンス（Ｚ１０２）を構成し、前記第一イ
ンピーダンス（Ｚ１０１）を構成する前記第一コンデンサー（Ｃ１００）と直列に接続し
、前記第二コンデンサー（Ｃ２００）は前記単巻変圧器（ＳＴ２００）のタップ（ＴＡＰ
）のａ、ｃ間或いはｂ、ｃ間或いはほかのニーズによってタップ間での並列接続の選択が
可能で、前記単巻変圧器（ＳＴ２００）の単巻変圧巻線（Ｗ０）のｂ、ｃ出力端より降圧
交流の電気エネルギーを出力することより、前記二方向性導電発光ダイオードセット（Ｌ
１００）を駆動することを特徴とする請求項１に記載の並列共振ＬＥＤ二方向性駆動回路
。
【請求項２４】
　前記第二インピーダンス（Ｚ１０２）の前記誘導性インピーダンスコンポネント（Ｉ２
００）の選択は、更に誘導効果を持つ変圧器電源巻線によって取替えることが可能であっ
て、
　分離式変圧器（ＩＴ２００）は一次巻線（Ｗ１）及び二次巻線（Ｗ２）によって構成さ
れ、前記一次巻線（Ｗ１）と前記二次巻線（Ｗ２）との二者が分離され、前記一次巻線（
Ｗ１）は前記第二コンデンサー（Ｃ２００）と並列に接続し、並列接続後の固有並列共振
周波数は、電源からの脈動の電気エネルギーの脈動周期と並列共振状態を形成することに
よって、前記第二インピーダンス（Ｚ１０２）を構成してから、前記第一インピーダンス
（Ｚ１０１）を構成する前記第一コンデンサー（Ｃ１００）と直列に接続し、前記第二コ
ンデンサー（Ｃ２００）は前記分離式変圧器（ＩＴ２００）のタップ（ＴＡＰ）のａ、ｃ
間或いはｂ、ｃ間或いはほかのニーズによってタップ間での並列接続の選択が可能であり
、前記分離式変圧器（ＩＴ２００）の前記二次巻線（Ｗ２）の出力電圧は、ニーズによっ
て昇圧或いは降圧に選択することが可能で、二次巻線の出力の交流の電気エネルギーは、
前記二方向性導電発光ダイオードセット（Ｌ１００）へ出力し、
　これにより、変圧器の電源巻線によって前記第二インピーダンス（Ｚ１０２）の中の前
記誘導性インピーダンスコンポネント（Ｉ２００）を取換え、前記第二コンデンサー（Ｃ
２００）と並列に接続し、並列共振を形成することによって、前記第二インピーダンスを
構成し、前記分離式変圧器（ＩＴ２００）の二次側昇圧出力の交流電圧或いは降圧出力の
交流の電気エネルギーにより、前記二方向性導電発光ダイオードセット（Ｌ１００）を駆
動することを特徴とする請求項１に記載の並列共振ＬＥＤ二方向性駆動回路。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は一種の脈動の電気エネルギーを電源とし、キャパシティブインピーダンスコン
ポネント、誘導性インピーダンスコンポネント或いは抵抗性インピーダンスコンポネント
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によって第一インピーダンスを構成し、キャパシティブインピーダンスコンポネントと誘
導性インピーダンスコンポネントとを並列接続することによって、脈動の電気エネルギー
の脈動周期が並列共振（ｐａｒａｌｌｅｌ　ｒｅｓｏｎａｎｃｅ）するキャパシティブ第
二インピーダンスを構成し、直列接続してから脈動の電気エネルギーを入力し、直列接続
する第一インピーダンス及び第二インピーダンスを通して、電源からの脈動の電気エネル
ギーの電圧を分圧し、分圧電気エネルギーによって二方向性導電の発光ダイオードを駆動
する脈動の電気エネルギーによる並列共振ＬＥＤ二方向性駆動回路に関する。
【背景技術】
【０００２】
　伝統的な交流の電気エネルギー或いは直流の電気エネルギーをＬＥＤ駆動回路の電源と
するとき、ＬＥＤ電流を制限するために、通常は限流抵抗を直列接続してインピーダンス
とするが、直列抵抗性インピーダンスの電圧が下がると、損電気エネルギーがロスし、さ
らに熱が溜まる欠点がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　高周波脈動の電気エネルギーの電源へ応用すると、小型化、軽量化及びコスト削減が可
能な脈動の電気エネルギーによる並列共振ＬＥＤ二方向性駆動回路を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　上記目的を達成するため、本発明に係る脈動の電気エネルギーによる並列共振ＬＥＤ二
方向性駆動回路は、キャパシティブインピーダンスコンポネント、誘導性インピーダンス
コンポネント或いは抵抗性インピーダンスコンポネントによって第一インピーダンスを構
成し、さらにキャパシティブインピーダンスコンポネントと誘導性インピーダンスコンポ
ネントとを並列接続して第二インピーダンスを構成し、第一インピーダンスと第二インピ
ーダンスとを直列に接続し、第一インピーダンスと第二インピーダンスとを直列接続して
からその両端へ脈動の電気エネルギーを入力することによって、第一インピーダンス及び
第二インピーダンスの両端に電気エネルギー分圧を形成し、第二インピーダンスの固有並
列共振周波数は、脈動の電気エネルギーの脈動周期と同であって、かつ脈動の電気エネル
ギーを入力するとき、並列共振状態を示す。また並列共振する第二インピーダンスの両端
にある電気エネルギー分圧によって、発光ダイオードセットによって構成される二方向性
導電発光ダイオードセットを駆動し、電気エネルギー分圧に駆動されて発光する。
【図面の簡単な説明】
【０００５】
【図１】本発明の実施形態による脈動の電気エネルギーによる並列共振ＬＥＤ二方向性駆
動回路の回路例を示すブロック図である。
【図２】本発明の第１実施形態による脈動の電気エネルギーによる並列共振ＬＥＤ二方向
性駆動回路の回路例を示す模式図である。
【図３】本発明の第１実施形態による脈動の電気エネルギーによる並列共振ＬＥＤ二方向
性駆動回路の他の回路例を示す模式図である。
【図４】本発明の第１実施形態による脈動の電気エネルギーによる並列共振ＬＥＤ二方向
性駆動回路のさらに他の回路例を示す模式図である。
【図５】本発明の第２実施形態による脈動の電気エネルギーによる並列共振ＬＥＤ二方向
性駆動回路の回路例を示す模式図である。
【図６】本発明の第２実施形態による脈動の電気エネルギーによる並列共振ＬＥＤ二方向
性駆動回路の他の回路例を示す模式図である。
【図７】本発明の第２実施形態による脈動の電気エネルギーによる並列共振ＬＥＤ二方向
性駆動回路のさらに他の回路例を示す模式図である。
【図８】本発明の第３実施形態による脈動の電気エネルギーによる並列共振ＬＥＤ二方向
性駆動回路の回路例を示す模式図である。
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【図９】本発明の第３実施形態による脈動の電気エネルギーによる並列共振ＬＥＤ二方向
性駆動回路の他の回路例を示す模式図である。
【図１０】本発明の第３実施形態による脈動の電気エネルギーによる並列共振ＬＥＤ二方
向性駆動回路のさらに他の回路例を示す模式図である。
【図１１】本発明の実施形態に係る第一発光ダイオードダイオードと第二発光ダイオード
を逆方向に並列接続し、逆極性に並列接続して構成する回路を示す模式図である。
【図１２】本発明の第４実施形態による脈動の電気エネルギーによる並列共振ＬＥＤ二方
向性駆動回路において能動制御回路装置を選択接続する回路例を示すブロック図である。
【図１３】本発明の第５実施形態による脈動の電気エネルギーによる並列共振ＬＥＤ二方
向性駆動回路において能動制御回路装置を選択接続する回路例を示すブロック図である。
【図１４】本発明の第６実施形態による脈動の電気エネルギーによる並列共振ＬＥＤ二方
向性駆動回路において能動制御回路装置を選択接続する回路例を示すブロック図である。
【図１５】本発明の第７実施形態による脈動の電気エネルギーによる並列共振ＬＥＤ二方
向性駆動回路において能動制御回路装置を選択接続する回路例を示すブロック図である。
【図１６】本発明の第７実施形態による脈動の電気エネルギーによる並列共振ＬＥＤ二方
向性駆動回路において能動制御回路装置を選択接続する制御回路例を示すブロック図であ
る。
【図１７】本発明の第８実施形態による脈動の電気エネルギーによる並列共振ＬＥＤ二方
向性駆動回路の昇圧回路例を示す模式図である。
【図１８】本発明の第８実施形態による脈動の電気エネルギーによる並列共振ＬＥＤ二方
向性駆動回路の降圧回路例を示す模式図である。
【図１９】本発明の第８実施形態による脈動の電気エネルギーによる並列共振ＬＥＤ二方
向性駆動回路の回路例を示す模式図である。
【発明を実施するための形態】
【０００６】
　本発明の実施形態による脈動の電気エネルギーによる並列共振ＬＥＤ二方向性駆動回路
のＬＥＤ二方向性駆動回路Ｕ１００の回路機能及び作動は、少なくとも一個のキャパシテ
ィブインピーダンスコンポネント、誘導性インピーダンスコンポネント或いは抵抗性イン
ピーダンスコンポネントによって少なくとも一個の第一インピーダンスを構成し、さらに
少なくとも一個のキャパシティブインピーダンスコンポネントと少なくとも一個の誘導性
インピーダンスコンポネントとを並列接続し、その固有並列共振周波数は、脈動の電気エ
ネルギーの脈動周期と同じで、かつ並列共振状態を形成することによって、第二インピー
ダンスを構成する。さらに少なくとも一個の第一発光ダイオードと少なくとも一個の第二
発光ダイオードを逆極性に並列接続することより、少なくとも一個の二方向性導電発光ダ
イオードセットを構成し、また少なくとも一個の第二インピーダンスの両端に並列接続し
、そして少なくとも一個の第一インピーダンスと少なくとも一個の第二インピーダンスを
直列接続してからその両端へ、脈動の電気エネルギーを入力することによって、第一イン
ピーダンス及び第二インピーダンスの両端に分圧を形成し、分圧の電気エネルギーによっ
て少なくとも一個の二方向性導電発光ダイオードセットを駆動することより、本発明の実
施形態による脈動の電気エネルギー並列共振のＬＥＤ二方向性駆動回路を構成する。
【０００７】
　図１は、本発明の実施形態による脈動の電気エネルギーによる並列共振ＬＥＤ二方向性
駆動回路例を示す模式図である。図１に示すＬＥＤ二方向性駆動回路Ｕ１００について回
路機能及び作動する構成を以下に示す。
　第一インピーダンスＺ１０１は、コンデンサーＣ１００、誘導性インピーダンスコンポ
ネント或いは抵抗性インピーダンスコンポネントによって構成され、或いはその中の一種
或いは一種以上及び一個或いは一個以上のインピーダンスコンポネントによって構成され
る。或いは二種や二種以上のインピーダンスコンポネントによって構成され、かつ各イン
ピーダンスコンポネントは別々に一個或いは一個以上の直列、並列または直並列接続によ
って構成されることによって、直流インピーダンス或いは交流インピーダンスを提供する
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。
【０００８】
　或いは、第一インピーダンスＺ１０１は、少なくとも一個のキャパシティブインピーダ
ンスコンポネントと少なくとも一個の誘導性インピーダンスコンポネントとを互いに直列
接続し、さらに脈動電源の脈動周期が同じであって、直列共振（ｓｅｒｉｅｓ　ｒｅｓｏ
ｎａｎｃｅ）状態を形成する。或いは少なくとも一個のキャパシティブインピーダンスと
少なくとも一個の誘導性インピーダンスを互いに並列接続し、かつ脈動電源の脈動周期を
示す並列共振状態を形成する。
【０００９】
　第二インピーダンスＺ１０２は、少なくとも一個の誘導性インピーダンスコンポネント
Ｉ２００と少なくとも一個のコンデンサーＣ２００とを並列接続することによって構成し
、脈動の電気エネルギーの脈動周期と同じであって、かつ相対並列共振インピーダンス状
態及び端子電圧状態を形成する。
　少なくとも一個の第一インピーダンスＺ１０１と少なくとも一個の第二インピーダンス
Ｚ１０２とを互いに直列接続する。第一インピーダンスＺ１０１と第二インピーダンスＺ
１０２とを互いに直列接続してからその両端は、（１）直流脈動の電気エネルギーを入力
するか、或いは、（２）直流電源を固定或いは可変電圧に転換し、さらに固定或いは可変
周期の直流脈動の電気エネルギーを入力するか、或いは、（３）交流の電気エネルギーを
直流の電気エネルギーに整流し、固定或いは可変電圧に再転換し、さらに固定或いは可変
周期の直流脈動の電気エネルギーを入力するか、或いは、（４）固定或いは可変電圧及び
固定或いは可変周波数の交流の電気エネルギーを入力し、半波或いは全波の直流脈動の電
気エネルギーに整流する。
【００１０】
　二方向性導電発光ダイオードセットＬ１００は、少なくとも一個の第一発光ダイオード
ＬＥＤ１０１と少なくとも一個の第二発光ダイオードＬＥＤ１０２とが逆極性に並列接続
することによって構成される。第一発光ダイオードＬＥＤ１０１と第二発光ダイオードＬ
ＥＤ１０２の数量は同じか或いは異なることが可能で、第一発光ダイオードＬＥＤ１０１
と第二発光ダイオードＬＥＤ１０２とは、一個の個別発光ダイオードの順発光電流極性検
出器によって構成されるか、或いは二個或いは二個以上の発光ダイオードの順発光電流極
性検出器が直列或いは並列接続して構成するか、或いは三個或いは三個以上の発光ダイオ
ード順発光電流極性検出器を直列接続、並列接続または直並列接続して構成する。二方向
性導電発光ダイオードセットＬ１００はニーズによって、一セット或いは一セット以上を
選択設置することによって、第一インピーダンスＺ１０１或いは第二インピーダンスＺ１
０２の二者或いはその中の一つの両端に並列接続し、入力する電気エネルギーが第一イン
ピーダンスＺ１０１の両端及び第二インピーダンスＺ１０２の両端に形成する電気エネル
ギー分圧を通して、二方向性導電発光ダイオードセットＬ１００を駆動して発光する。
【００１１】
　本発明の実施形態による脈動の電気エネルギーによる並列共振ＬＥＤ二方向性駆動回路
のＬＥＤ二方向性駆動回路Ｕ１００の中にある第一インピーダンスＺ１０１、第二インピ
ーダンスＺ１０２及び二方向性導電発光ダイオードセットＬ１００は、ニーズによって一
個或いは一個以上の選択が可能である。
　本発明の実施形態による脈動の電気エネルギーによる並列共振ＬＥＤ二方向性駆動回路
は、ニーズによってキャパシティブインピーダンスコンポネント、誘導性インピーダンス
コンポネントまたは抵抗性インピーダンスコンポネントを選択し、三者の中から少なくと
もの一種のインピーダンスコンポネントによって第一インピーダンスＺ１０１を構成し、
第一インピーダンスＺ１０１の不使用を選択することが可能で、第二インピーダンスＺ１
０２から直接的に脈動の電気エネルギーの電源に並列接続する。
【００１２】
　本発明の実施形態において、その回路例のコンポネントの選択を以下に説明する。
　（１）一個の第一インピーダンスＺ１０１と一個の第二インピーダンスＺ１０２と一個
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の二方向性導電発光ダイオードセットＬ１００を設置し、ただし実際に応用するとき、関
連装置の選択数量を制限しない。
　（２）コンデンサーのキャパシティブインピーダンスをインピーダンスコンポネントの
代表として、第一インピーダンスＺ１０１を構成し、かつ第二インピーダンスＺ１０２を
実施例とする。実際に応用するとき、ニーズによってキャパシティブ、誘導性及び抵抗性
インピーダンスコンポネントの選択使用が可能である。
【００１３】
　　　（第１実施形態）
　図２は本発明の第１実施形態による脈動の電気エネルギーによる並列共振ＬＥＤ二方向
性駆動回路の回路例を示す模式図である。その構成を以下に示す。
　第一インピーダンスＺ１０１は、少なくとも一個のコンデンサーＣ１００によって構成
され、特に二極性キャパシティブによって構成される。その中の第一インピーダンスの数
量は一個或いは一個以上である。或いはニーズによって第一インピーダンスＺ１０１の不
使用を選択する。
【００１４】
　第二インピーダンスＺ１０２は、少なくとも一個の誘導性インピーダンスコンポネント
Ｉ２００及び少なくとも一個のコンデンサーＣ２００を並列接続することによって構成さ
れ、特に誘導性インピーダンスコンポネントと二極性キャパシティブとによって構成され
ることより、脈動の電気エネルギーの脈動周期と同じであって、かつ並列共振状態を形成
する。第二インピーダンスの数量は一個或いは一個以上である。
【００１５】
　少なくとも一個の第一インピーダンスＺ１０１と少なくとも一個の第二インピーダンス
Ｚ１０２とを直列接続し、直列接続してから両端へ脈動の電気エネルギーを入力し、また
第二インピーダンスＺ１０２に並列共振を示す電気エネルギーの分圧を形成し、その分圧
の電気エネルギーによって少なくとも一個の二方向性導電発光ダイオードセットＬ１００
を駆動する。
【００１６】
　二方向性導電発光ダイオードセットＬ１００は、少なくとも一個の第一発光ダイオード
ＬＥＤ１０１と少なくとも一個の第二発光ダイオードＬＥＤ１０２とが逆極性に並列接続
することによって構成される。第一発光ダイオードＬＥＤ１０１と第二発光ダイオードＬ
ＥＤ１０２の数量は同じか或いは異なることが可能で、第一発光ダイオードＬＥＤ１０１
と第二発光ダイオードＬＥＤ１０２とは、一個の個別発光ダイオードの順発光電流極性検
出器によって構成されるか、或いは二個或いは二個以上の発光ダイオードの順発光電流極
性検出器が直列或いは並列接続して構成されるか、或いは三個或いは三個以上の発光ダイ
オード順発光電流極性検出器を直列接続、並列接続または直並列接続して構成される。二
方向性導電発光ダイオードセットＬ１００はニーズによって、一セット或いは一セット以
上を選択設置することによって、第一インピーダンスＺ１０１或いは第二インピーダンス
Ｚ１０２の二者或いはその中の一つの両端に並列接続し、入力する電気エネルギーが第一
インピーダンスＺ１０１の両端及び第二インピーダンスＺ１０２の両端に形成する電気エ
ネルギー分圧によって、第一インピーダンスＺ１０１或いは第二インピーダンスＺ１０２
の両端に並列接続している二方向性導電発光ダイオードセットＬ１００を駆動して発光す
る。
【００１７】
　少なくとも一個の二方向性導電発光ダイオードセットＬ１００は少なくとも一個の第二
インピーダンスＺ１０２の両端に並列接続され、脈動の電気エネルギーの周期が並列共振
を示す第二インピーダンスＺ１０２の両端の分電圧の電気エネルギーによって駆動され、
また第一インピーダンスＺ１０１のインピーダンスを通して電流を制限する。特にコンデ
ンサーＣ１００（例えば二極性コンデンサー）を第一インピーダンスコンポネントとして
選用するとき、キャパシティブインピーダンスを通して出力電流を制限する。
【００１８】
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　第一インピーダンスＺ１０１、第二インピーダンスＺ１０２及び二方向性導電発光ダイ
オードセットＬ１００を、上記の線路構造に従って接続し、ＬＥＤ二方向性駆動回路Ｕ１
００を構成する。
　また上記の二方向性導電発光ダイオードセットＬ１００を、第二インピーダンスＺ１０
２と並列接続することより、電流分流効果を形成することによって電源電圧が変動すると
き、二方向性導電発光ダイオードセットＬ１００の両端の相対電源の電圧変動率を減少さ
せることが可能である。
【００１９】
　本発明の第１実施形態による脈動の電気エネルギーによる並列共振ＬＥＤ二方向性駆動
回路のＬＥＤ二方向性駆動回路Ｕ１００において、二方向性導電発光ダイオードセットＬ
１００を構成する第一発光ダイオードＬＥＤ１０１及び第二発光ダイオードＬＥＤ１０２
の選択は以下の通りである。
　（１）第一発光ダイオードＬＥＤ１０１は一個或いは一個以上の発光ダイオードで、順
極性に直列接続、同極性に並列接続又は直並列接続によって構成されることが可能である
。
【００２０】
　（２）第二発光ダイオードＬＥＤ１０２は一個或いは一個以上の発光ダイオードで、順
極性に直列接続、同極性に並列接続又は直並列接続によって構成されることが可能である
。
　（３）第一発光ダイオードＬＥＤ１０１と第二発光ダイオードＬＥＤ１０２とを構成す
る発光ダイオードの数量は、同じか或いは異なることが可能である。
　（４）第一発光ダイオードＬＥＤ１０１と第二発光ダイオードＬＥＤ１０２とを構成す
る個別発光ダイオードは一個以上であるとき、その所属する個別発光ダイオード間の接続
関係は、同じか或いは異なる直列、並列または直並列接続することが可能である。
【００２１】
　（５）第一発光ダイオードＬＥＤ１０１或いは第二発光ダイオードＬＥＤ１０２の中の
一つが、ダイオードＣＲ１００によって取り替えられ、またダイオードＣＲ１００の電流
の流れ方向は、並列接続と保留される第一発光ダイオードＬＥＤ１０１或いは第二発光ダ
イオードＬＥＤ１０２の作動電流の流れ方向とは、逆極性に並列接続することが可能であ
る。
【００２２】
　図３は、本発明の第１実施形態による脈動の電気エネルギーによる並列共振ＬＥＤ二方
向性駆動回路の二方向性導電発光ダイオードセットＬ１００を逆極性に並列接続する第一
発光ダイオードＬＥＤ１０１及びダイオードＣＲ１００によって構成される他の回路例を
示す模式図である。
　本発明の実施形態による脈動の電気エネルギーによる並列共振ＬＥＤ二方向性駆動回路
は、ＬＥＤ二方向性駆動回路Ｕ１００の回路の作動において、実際に応用するときは、図
１、図２及び図３に示すように、ニーズによって下記の補助性回路コンポネントを選択し
、ニーズによって設置するかしないかの選択が可能である。さらにその設置数量は一個或
いは一個以上の選択を含む。一個以上を選択した場合、回路機能のニーズに従って、相対
極性関係を直列、並列または直並列接続にすることを選定し、その選択補助性回路コンポ
ネントについて以下に説明する。
【００２３】
　ダイオードＣＲ１０１は、オプションコンポネントである。第一発光ダイオードＬＥＤ
１０１に直列接続することによって、逆電圧過高を防ぐ。
　ダイオードＣＲ１０２は、オプションコンポネントである。第二発光ダイオードＬＥＤ
１０２に直列接続することによって、逆電圧過高を防ぐ。
　放電抵抗Ｒ１０１は、オプションコンポネントである。コンデンサーＣ１００（例えば
二極性コンデンサー）を第一インピーダンスＺ１０１コンポネントとして選用するとき、
第一インピーダンスＺ１０１を構成するコンデンサーＣ１００の両端に並列接続すること
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によって、コンデンサーＣ１００の残留電荷を放電する。
【００２４】
　限流抵抗Ｒ１０３は、オプションコンポネントである。個別二方向性導電発光ダイオー
ドセットＬ１００を構成する第一発光ダイオードＬＥＤ１０１を直列に接続することによ
って、第一発光ダイオードＬＥＤ１０１の通過電流を制限する。また、限流抵抗Ｒ１０３
は誘導性インピーダンスＩ１０３によって取り替えられることが可能である。
　限流抵抗Ｒ１０４は、オプションコンポネントである。個別二方向性導電発光ダイオー
ドセットＬ１００を構成する第二発光ダイオードＬＥＤ１０２を直列に接続することによ
って、第二発光ダイオードＬＥＤ１０２の通過電流を制限する、また、限流抵抗Ｒ１０４
は誘導性インピーダンスＩ１０４によって取り替えられることが可能である。
【００２５】
　ＬＥＤ二方向性駆動回路Ｕ１００の二方向性導電発光ダイオードセットＬ１００を構成
する第一発光ダイオードＬＥＤ１０１及び第二発光ダイオードＬＥＤ１０２の中に、同時
に限流抵抗Ｒ１０３及びＲ１０４を設置する場合、限流機能を得るために、限流抵抗Ｒ１
００を直接二方向性導電発光ダイオードセットＬ１００と直列接続し或いは取り替える或
いは同時に設置することが可能である。限流抵抗Ｒ１００は誘導性インピーダンスＩ１０
０によって取り替えることが可能である。上記回路構造及び補助回路コンポネントの選択
に従って、ＬＥＤ二方向性駆動回路Ｕ１００を構成する。
　図４は、本発明の第１実施形態による脈動の電気エネルギーによる並列共振ＬＥＤ二方
向性駆動回路の中で、限流抵抗Ｒ１００を二方向性導電発光ダイオードセットＬ１００と
直列に接続するさらに他の回路例を示す模式図である。
【００２６】
　　　（第２実施形態）
　以下、本発明の第２実施形態による脈動の電気エネルギーによる並列共振ＬＥＤ二方向
性駆動回路について説明する。
　発光ダイオードを保護し、発光ダイオードが異常電圧による損傷や寿命短縮を防ぐため
に、本発明の実施形態に係るＬＥＤ二方向性駆動回路Ｕ１００の中に、更に二方向性導電
発光ダイオードセットＬ１００を構成する第一発光ダイオードＬＥＤ１０１及び第二発光
ダイオードＬＥＤ１０２の両端に別々にツェナーダイオードを並列接続し、或いはツェナ
ーダイオードをまず少なくとも一個のダイオードと直列に接続し、ツェナー電圧効果を生
じさせてから、別々に第一発光ダイオードＬＥＤ１０１或いは第二発光ダイオードＬＥＤ
１０２の両端に並列接続する。
【００２７】
　図５は、本発明の第１実施形態による脈動の電気エネルギーによる並列共振ＬＥＤ二方
向性駆動回路の回路例中の二方向性導電発光ダイオードセットにツェナーダイオードを加
設する回路例を示す模式図である。
　図６は、本発明の第１実施形態による脈動の電気エネルギーによる並列共振ＬＥＤ二方
向性駆動回路の他の回路例中の二方向性導電発光ダイオードセットにツェナーダイオード
を加設する他の回路例を示す模式図である。
【００２８】
　図７は、本発明の第１実施形態による脈動の電気エネルギーによる並列共振ＬＥＤ二方
向性駆動回路のさらに他の回路例中の二方向性導電発光ダイオードセットにツェナーダイ
オードを加設するさらに他の回路例を示す模式図である。
　図７に示す回路の構成を以下に示す。
　（１）二方向性導電発光ダイオードセットＬ１００を構成する第一発光ダイオードＬＥ
Ｄ１０１の両端をツェナーダイオードＺＤ１０１と並列接続し、その極性関係はツェナー
ダイオードＺＤ１０１のツェナー電圧によって、第一発光ダイオードＬＥＤ１０１の両端
の作動電圧を制限する。
【００２９】
　上記のツェナーダイオードＺＤ１０１は、ニーズによってダイオードＣＲ２０１を選択
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設置し、ツェナーダイオードＺＤ１０１との直列接続が可能である。その利点は、ツェナ
ーダイオードＺＤ１０１を保護し、逆方向電流を防ぐことが可能であることと、ダイオー
ドＣＲ２０１とツェナーダイオードＺＤ１０１との二者は、温度補償効果を持っているこ
とである。
　（２）二方向性導電発光ダイオードセットＬ１００に第二発光ダイオードＬＥＤ１０２
を選択使用するとき、ニーズによって第二発光ダイオードＬＥＤ１０２の両端をツェナー
ダイオードＺＤ１０２と並列に接続することが可能で、その極性関係はツェナーダイオー
ドＺＤ１０２のツェナー電圧によって、第二発光ダイオードＬＥＤ１０２の両端の作動電
圧を制限する。
【００３０】
　上記のツェナーダイオードＺＤ１０２は、ニーズによってダイオードＣＲ２０２を選択
設置し、ツェナーダイオードＺＤ１０２と直列に接続することが可能で、その利点は、ツ
ェナーダイオードＺＤ１０２を保護し、逆方向電流を防ぐことが可能であることと、ダイ
オードＣＲ２０２とツェナーダイオードＺＤ１０２の二者は、温度補償効果を持っている
ことである。
　ツェナーダイオードの構成は、二方向性導電発光ダイオードセットＬ１００を構成する
第一発光ダイオードＬＥＤ１０１の両端に、ツェナーダイオードＺＤ１０１を並列接続す
ると同時に、第二発光ダイオードＬＥＤ１０２の両端に、ツェナーダイオードＺＤ１０２
を並列接続する。
【００３１】
　或いは、二個のツェナーダイオードＺＤ１０１及びＺＤ１０２を逆方向に直列接続して
から、更に二方向性導電発光ダイオードセットＬ１００の両端に並列接続する。
　或いは、二方向性ツェナー効果を持つダイオードと並列接続する二方向性導電発光ダイ
オードセットＬ１００の回路に取り替える。
　上記の三種類の回路は、全て第一発光ダイオードＬＥＤ１０１及び第二発光ダイオード
ＬＥＤ１０２の端電圧過高を防ぐことが可能である。
【００３２】
　　　（第３実施形態）
　本発明の第３実施形態による脈動の電気エネルギーによる並列共振ＬＥＤ二方向性駆動
回路のＬＥＤ二方向性駆動回路Ｕ１００は、発光ダイオードによって形成する光源の発光
安定性を高めるために、更に第一発光ダイオードＬＥＤ１０１に充放電可能装置ＥＳＤ１
０１を設置し、或いは第二発光ダイオードＬＥＤ１０２に充放電可能装置ＥＳＤ１０２を
設置する。充放電可能装置ＥＳＤ１０１及び充放電可能装置ＥＳＤ１０２は、アットラン
ダムに充電或いは電気エネルギーを放出する特性があって、第一発光ダイオードＬＥＤ１
０１或いは第二発光ダイオードＬＥＤ１０２の発光安定性を安定させ、また発光照度の脈
動を下げることが可能である。上記の充放電可能装置ＥＳＤ１０１とＥＳＤ１０２とは、
各種のよく使われる充放電可能な電池、コンデンサ又は超コンデンサによって構成される
。
【００３３】
　本発明の第３実施形態の脈動の電気エネルギーによる並列共振ＬＥＤ二方向性駆動回路
は、ニーズによって充放電可能装置を選択設置することが可能で、その応用回路について
以下に説明する。
　図８は、本発明の第３実施形態による脈動の電気エネルギーによる並列共振ＬＥＤ二方
向性駆動回路の回路例を示す模式図である。図８は、応用回路として、図５の回路中の第
一または第二発光ダイオード及び直列接続する限流抵抗の両端を充放電可能装置と並列接
続する回路例を示す。
【００３４】
　本発明の第３実施形態による脈動の電気エネルギーによる並列共振ＬＥＤ二方向性駆動
回路のＬＥＤ二方向性駆動回路Ｕ１００は、限流抵抗Ｒ１０３を第一発光ダイオードＬＥ
Ｄ１０１に直列接続後その両端に、充放電可能装置ＥＳＤ１０１を並列に接続ることが可
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能である。
　或いは、更に限流抵抗Ｒ１０４を第二発光ダイオードＬＥＤ１０２と直列に接続したそ
の両端に、充放電可能装置ＥＳＤ１０２を並列に接続ることが可能である。
【００３５】
　その構成について以下に説明する。
　第一発光ダイオードＬＥＤ１０１と限流抵抗Ｒ１０３とを直列に接続してからその両端
に、或いは第一発光ダイオードＬＥＤ１０１の両端に、極性に従って充放電可能装置ＥＳ
Ｄ１０１を並列接続する。充放電可能装置ＥＳＤ１０１は、アットランダムに充電或いは
電気エネルギーを放出する特性があって、第一発光ダイオードＬＥＤ１０１の発光作動を
安定させ、かつ発光照度の脈動を下げることが可能である。
【００３６】
　第二発光ダイオードＬＥＤ１０２を選択したとき、第二発光ダイオードＬＥＤ１０２を
限流抵抗Ｒ１０４と直列に接続してからその両端に、極性に従って充放電可能装置ＥＳＤ
１０２を並列接続する。充放電可能装置ＥＳＤ１０２は、アットランダムに充電或いは電
気エネルギーを放出する特性があって、第二発光ダイオードＬＥＤ１０２の発光作動を安
定させ、かつ発光照度の脈動を下げることが可能である。
　上記の充放電可能装置ＥＳＤ１０１、ＥＳＤ１０２は、各種のよく使われる充放電可能
な電池、超コンデンサまたはコンデンサによって構成される。
【００３７】
　図９は、本発明の第３実施形態による脈動の電気エネルギーによる並列共振ＬＥＤ二方
向性駆動回路の他の回路例を示す模式図である。図９は、他の応用回路として、図６の回
路中の発光ダイオード及び限流抵抗の両端を直列接続してから、更に充放電可能装置を並
列接続する回路例を示す。
　本発明の第３実施形態による脈動の電気エネルギーによる並列共振ＬＥＤ二方向性駆動
回路のＬＥＤ二方向性駆動回路Ｕ１００に第一発光ダイオードＬＥＤ１０１及び逆方向並
列ダイオードＣＲ１００を選択したとき、第一発光ダイオードＬＥＤ１０１と限流抵抗Ｒ
１０３を直列に接続してからその両端に、極性に従って充放電可能装置ＥＳＤ１０１を並
列接続する。充放電可能装置ＥＳＤ１０１は、アットランダムに充電或いは電気エネルギ
ーを放出する特性があって、第一発光ダイオードＬＥＤ１０１の発光作動を安定させ、か
つ発光照度の脈動を下げることが可能である。
【００３８】
　上記の充放電可能装置ＥＳＤ１０１、ＥＳＤ１０２は、各種のよく使われる充放電可能
な電池、超コンデンサまたはコンデンサによって構成される。
　図１０は、本発明の第３実施形態による脈動の電気エネルギーによる並列共振ＬＥＤ二
方向性駆動回路のさらに他の回路例を示す模式図である。図１０は、さらに他の応用回路
として、図７の回路中の発光ダイオード及び限流抵抗の両端を直列接続してから、更に充
放電可能装置を並列接続する回路例を示す。
【００３９】
　本発明の第３実施形態による脈動の電気エネルギーによる並列共振ＬＥＤ二方向性駆動
回路のＬＥＤ二方向性駆動回路Ｕ１００にある限流抵抗Ｒ１０３とＲ１０４とを限流抵抗
Ｒ１００に換え、二方向性導電発光ダイオードセットＬ１００の共用限流抵抗とするとき
、或いは限流抵抗Ｒ１０３、Ｒ１０４及びＲ１００を設置しないとき、その主な回路構造
を以下に示す。
【００４０】
　充放電可能装置ＥＳＤ１０１を直接に同極性の第一発光ダイオードＬＥＤ１０１の両端
に並列接続し、充放電可能装置ＥＳＤ１０２は同極性であって、かつ第二発光ダイオード
ＬＥＤ１０２の両端に並列接続し、充放電可能装置ＥＳＤ１０１及び充放電可能装置ＥＳ
Ｄ１０２は、アットランダムに充電或いは電気エネルギーを放出する特性がある。
　上記の充放電可能装置ＥＳＤ１０１、ＥＳＤ１０２は、各種のよく使われる充放電可能
な電池、超コンデンサまたはコンデンサによって構成される。
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【００４１】
　上記の本発明の第３実施形態において、使用する充放電可能装置ＥＳＤ１０１或いはＥ
ＳＤ１０２が単極性である場合、第一発光ダイオードＬＥＤ１０１と単極性充放電可能装
置ＥＳＤ１０１を並列に接続してから、ニーズによって順極性に直列接続するダイオード
ＣＲ１０１をオプションすることによって、逆方向電圧によって単極性充放電可能装置へ
の破損を防ぐ。第二発光ダイオードＬＥＤ１０２と単極性充放電可能装置ＥＳＤ１０２を
並列に接続してから、ニーズによって逆方向電圧によって単極性充放電可能装置への破損
を防ぐために、順極性に直列接続するダイオードＣＲ１０２を選択設置する。
【００４２】
　また、二方向性導電発光ダイオードセットＬ１００の両端に、ニーズによって並列式二
極性の充放電可能装置を選択設置する。
　ＬＥＤ二方向性駆動回路Ｕ１００の二方向性導電発光ダイオードセットＬ１００の両端
に、充放電可能装置を加設し、アットランダムに充電或いは電気エネルギーを放出するこ
とによって、二方向性導電発光ダイオードＬ１００の中の第一発光ダイオードＬＥＤ１０
１と第二発光ダイオードＬＥＤ１０２との発光安定度を安定させる以外に、断電時、充放
電可能装置より貯蔵した電気エネルギーを出力することより、第一発光ダイオードＬＥＤ
１０１、或いは第二発光ダイオードＬＥＤ１０２の少なくともその中の一つを駆動し、持
続発光させる。
【００４３】
　上記の充放電可能装置ＥＳＤ１０１、ＥＳＤ１０２は、各種のよく使われる充放電可能
な電池、超コンデンサまたはコンデンサによって構成される。
　本発明の実施形態に係る二方向性導電発光ダイオードセットＬ１００のダイオード二方
向性導電発光機能の構成方式について以下に述べる。
　（１）少なくとも一個の第一発光ダイオードＬＥＤ１０１と少なくとも一個の第二発光
ダイオードＬＥＤ１０２を逆極性に並列接続して構成する。
【００４４】
　（２）少なくとも一個の第一発光ダイオードＬＥＤ１０１とダイオードＣＲ１０１が順
極性に直列接続し、かつ少なくとも一個の第二発光ダイオードＬＥＤ１０２とダイオード
ＣＲ１０２を順極性に直列接続してから、更に二者を逆極性に並列接続して構成する。
　（３）少なくとも一個の第一発光ダイオードＬＥＤ１０１とダイオードＣＲ１０１とが
逆極性に並列接続し、かつ少なくとも一個の第二発光ダイオードＬＥＤ１０２とダイオー
ドＣＲ１０２とを逆極性に並列接続し、更に二者を逆方向に直列接続することによって、
二方向性導電発光ダイオードセットを構成する。図１１に本発明の実施形態に係る二方向
性導電発光ダイオードセットＬ１００の第一発光ダイオードダイオードと第二発光ダイオ
ードを逆方向に並列接続し、更に二者を逆極性に並列接続して構成する回路を示す模式図
を示す。
　（４）或いはよりよく使われる発光ダイオードを二方向性受電発光の回路と組み合わせ
或いはコンポネントによって構成することが可能である。
【００４５】
　図１～図１１に示す本発明の実施形態に係る回路例において、その第一インピーダンス
Ｚ１０１、第二インピーダンスＺ１０２、二方向性導電発光ダイオードセットＬ１００、
第一発光ダイオードＬＥＤ１０１、第二発光ダイオードＬＥＤ１０２及び上記各項の選択
補助回路コンポネントは、ニーズによって設置するかしないかの選択が可能である。設置
数量は一個によって構成されるものを含む。一個以上を選択する場合、応用時の回路機能
のニーズによって、相対極性関係を選定し、直列、並列または直並列に接続する。
【００４６】
　第一インピーダンスＺ１０１は一個或いは一個以上によって構成され、直列、並列また
は直並列に接続する。複数個を設置するとき、各第一インピーダンスは同じ類別のコンデ
ンサーＣ１００や誘導性インピーダンスコンポネントや抵抗性インピーダンスコンポネン
トによって構成され、或いは異なる類別のインピーダンスコンポネントによって構成され
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る。そのインピーダンス値は同じか或いは異なるであることが可能である。
【００４７】
　第二インピーダンスＺ１０２はコンデンサーＣ２００及び誘導性インピーダンスコンポ
ネントＩ２００を並列に接続することによって構成される。しかも脈動の電気エネルギー
の脈動周期が並列共振する。第二インピーダンスＺ１０２は一個或いは一個以上によって
構成され、しかも直列、並列または直並列に接続する。複数個設置する時、各第二インピ
ーダンスは同じ類別のキャパシティブインピーダンスコンポネント或いは誘導性インピー
ダンスコンポネントを並列に接続することによって構成され、しかも脈動の電気エネルギ
ーの脈動周期は並列共振する。インピーダンス値は同じか或いは異なるであって、ただし
並列共振周期は同じである。
【００４８】
　第一発光ダイオードＬＥＤ１０１は一個或いは一個以上より構成され、かつ順極性に直
列接続、同極性に並列接続又は直並列接続することが可能である。
　第二発光ダイオードＬＥＤ１０２は一個或いは一個以上より構成され、かつ順極性に直
列接続、同極性に並列接続、直並列接続することが可能である。
　ＬＥＤ二方向性駆動回路Ｕ１００について以下に説明する。
【００４９】
　（１）一セット或いは一セット以上の二方向性導電発光ダイオードセットＬ１００の選
択が可能で、直列、並列または直並列接続する。一セット或いは一セット以上を選択した
場合、共同して共用する第二インピーダンスＺ１０２の分圧電気エネルギーによって駆動
されることが可能で、或いは直列や並列接続する多セットの第二インピーダンスＺ１０２
より個別にマッチされ、多セットの第二インピーダンスＺ１０２の分圧電気エネルギーに
よって、個別にマッチする二方向性導電発光ダイオードセットＬ１００を駆動する。
【００５０】
　（２）ＬＥＤ二方向性駆動回路Ｕ１００の中に充放電可能装置ＥＳＤ１０１或いはＥＳ
Ｄ１０２を設けた場合、二方向性導電発光ダイオードセットＬ１００の中の発光ダイオー
ドＬＥＤ１０１或いはＬＥＤ１０２を駆動し、連続直流によって通電発光する。
　もし充放電可能装置ＥＳＤ１０１或いはＥＳＤ１０２を設置しない場合、発光ダイオー
ドＬＥＤ１０１或いはＬＥＤ１０２は断続導電となり、発光ダイオードＬＥＤ１０１或い
はＬＥＤ１０２は入力電圧波形及び導電と断電時間の割合（Ｄｕｔｙ　Ｃｙｃｌｅ）とに
従って、また通電発光時の順電流値（Ｆｏｒｗａｒｄ　Ｃｕｒｒｅｎｔ）を相対選定し、
さらに二方向性導電性発光ダイオードセットＬ１００を構成する各発光ダイオードの通電
発光時の順電圧ピーク値（Ｐｅａｋ　ｏｆ　Ｆｏｒｗａｒｄ　Ｖｏｌｔａｇｅ）を相対選
択する。その選択を以下に示す。
【００５１】
　１）発光ダイオードＬＥＤ１０１或いはＬＥＤ１０２の定格順電圧（Ｒａｔｅ　Ｆｏｒ
ｗａｒｄ　Ｖｏｌｔａｇｅ）より低い値を通電発光の順電圧ピーク値とする。
　或いは、発光ダイオードＬＥＤ１０１或いはＬＥＤ１０２の定格順電圧を通電発光の順
電圧ピーク値とする。
　或いは、もし回路中発光ダイオードＬＥＤ１０１或いはＬＥＤ１０２が断続導電の駆動
状態になった場合、導電及び断電時間の割合に従って、また定格順電圧より高い値を通電
発光の順電圧ピーク値として相対選定し、ただし原則として、通電発光の順電圧ピーク値
は発光ダイオードＬＥＤ１０１或いはＬＥＤ１０２にダメージを与えてはならない。
【００５２】
　上記の通電発光の順電圧（Ｆｏｒｗａｒｄ　Ｖｏｌｔａｇｅ）の高低及び波形は、通電
発光の順電圧が通電発光の順電流に対するレシオ（Ｆｏｒｗａｒｄ Ｖｏｌｔａｇｅ　ｖ
ｓ．　Ｆｏｒｗａｒｄ　Ｃｕｒｒｅｎｔ）の電流大小及び電流波形を形成する。ただし原
則として、通電発光の順電圧ピーク値は発光ダイオードＬＥＤ１０１或いはＬＥＤ１０２
にダメージを与えてはならない。
　上記の順電流の大小及び波形を通して、必要な電流が相対光度に対するレシオ（Ｆｏｒ
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ｗａｒｄ　Ｃｕｒｒｅｎｔ　ｖｓ． Ｒｅｌａｔｉｖｅ　Ｌｕｍｉｎｏｓｉｔｙ）の照度
を形成し或いは照度変化を有段や無段に調整制御する。
【００５３】
　ダイオードＣＲ１００、ダイオードＣＲ１０１、ダイオードＣＲ１０２、ダイオードＣ
Ｒ２０１及びダイオードＣＲ２０２は、一個或いは一個以上によって構成され、かつ順極
性に直列接続、同極性に並列接続、直並列接続し、上記の装置はニーズによってオプショ
ンすることも可能である。
　放電抵抗Ｒ１０１、限流抵抗Ｒ１００、限流抵抗Ｒ１０３及び限流抵抗Ｒ１０４は、一
個或いは一個以上によって構成され、かつ直列接続、並列接続または直並列接続し、上記
の装置はニーズによってオプションすることも可能である。
【００５４】
　誘導性インピーダンスコンポネントＩ１００及び誘導性インピーダンスコンポネントＩ
１０３は、一個或いは一個以上によって構成され、かつ直列接続、並列接続または直並列
接続し、上記の装置はニーズによってオプションすることも可能である。
　ツェナーダイオードＺＤ１０１及びツェナーダイオードＺＤ１０２は、一個或いは一個
以上によって構成され、かつ順極性に直列接続、同極性に並列接続、直並列接続し、上記
の装置はニーズによってオプションすることが可能である。
【００５５】
　充放電装置ＥＳＤ１０１及び充放電装置ＥＳＤ１０２は、一個或いは一個以上によって
構成され、かつ順極性に直列接続、同極性に並列接続、直並列接続し、上記の装置はニー
ズによってオプションすることが可能である。
　本発明の実施形態に係るＬＥＤ二方向性駆動回路Ｕ１００を応用するとき、下記各直流
の電気エネルギーの入力は、直流脈動の電気エネルギーを入力するか、或いは、直流電源
を固定或いは可変電圧に転換し、さらに固定或いは可変周期の直流脈動の電気エネルギー
を入力するか、或いは、交流の電気エネルギーを直流の電気エネルギーに整流し、固定或
いは可変電圧に再転換し、さらに固定或いは可変周期の直流脈動の電気エネルギーを入力
するか、或いは、固定或いは可変電圧及び固定或いは可変周波数の交流の電気エネルギー
を入力し、半波或いは全波の直流脈動の電気エネルギーに整流する。
　更にニーズによって、下記各能動制御回路装置を選択接続し、その各応用回路は下記の
通りである。
【００５６】
　　　（第４実施形態）
　図１２は、本発明の第４実施形態による脈動の電気エネルギーによる並列共振ＬＥＤ二
方向性駆動回路を直列式電気エネルギーパワーコントローラーと直列に接続する回路例を
示すブロック図である。直列式電気エネルギーパワーコントローラーの構成を以下に示す
。
　直列式直流の電気エネルギーパワーコントローラー３３０は、よく使われるメカトロニ
クスコンポネント或いは固体パワーコンポネント及び電子回路関連コンポネントによって
構成され、直流脈動の電気エネルギーの出力パワーを制御する。
【００５７】
　直列式二方向性電気エネルギーパワーコントローラー３００は、よく使われるメカトロ
ニクスコンポネント或いは固体パワーコンポネント及び電子回路関連コンポネントによっ
て構成され、二方向性電気エネルギーの出力パワーを制御する。
　回路の作動機能は下記の通りである。
　ニーズによって直列式直流の電気エネルギーパワーコントローラー３３０の選択設置が
可能で、ＬＥＤ二方向性駆動回路Ｕ１００を直列接続し、二者を直列接続してから、電源
からの直流脈動の電気エネルギーを入力し、直列式直流の電気エネルギーパワーコントロ
ーラー３３０を通して、電源からの脈動の電気エネルギーを調整制御し、またパルス幅変
調（Ｐｕｌｓｅ　Ｗｉｄｔｈ　Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ）を行い、或いは導電の位相角を制
御し、或いはインピーダンスの調整制御等の方式でパワーを調整制御することによって、
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ＬＥＤ二方向性駆動回路Ｕ１００を駆動する。
【００５８】
　或いは、ニーズによって直列式二方向性電気エネルギーパワーコントローラー３００の
選択設置が可能で、第二インピーダンスＺ１０２と二方向性導電発光ダイオードセットＬ
１００との間を直列接続し、直列式二方向性電気エネルギーパワーコントローラー３００
を経て、第二インピーダンスＺ１０２の両端からの並列共振を示す交流分圧二方向性電気
エネルギーを制御し、パルス幅変調を行い、或いは導電の位相角を制御し、或いはインピ
ーダンスの調整制御等の方式でパワーを調整制御することによって、二方向性導電発光ダ
イオードセットＬ１００を駆動する。
【００５９】
　　　（第５実施形態）
　図１３は、本発明の第５実施形態による脈動の電気エネルギーによる並列共振ＬＥＤ二
方向性駆動回路を並列式電気エネルギーパワーコントローラーと並列に接続する回路例を
示すブロック図である。並列式電気エネルギーパワーコントローラーの構成を以下に示す
。
　並列式直流の電気エネルギーパワーコントローラー４３０は、よく使われるメカトロニ
クスコンポネント或いは固体パワーコンポネント及び電子回路関連コンポネントによって
構成され、直流脈動の電気エネルギーの出力パワーを制御する。
【００６０】
　並列式二方向性電気エネルギーパワーコントローラー４００は、よく使われるメカトロ
ニクスコンポネント或いは固体パワーコンポネント及び電子回路関連コンポネントによっ
て構成され、二方向性電気エネルギーの出力パワーを制御する。
　回路の作動機能は下記通りである。
　ニーズによって並列式直流の電気エネルギーパワーコントローラー４３０の選択設置が
可能で、その出力端のＬＥＤ二方向性駆動回路Ｕ１００を並列接続し、かつ並列式直流の
電気エネルギーパワーコントローラー４３０の入力端へ電源からの直流脈動の電気エネル
ギーを入力し、並列式直流の電気エネルギーパワーコントローラー４３０を通して、電源
からの直流脈動の電気エネルギーを調整制御し、パルス幅変調を行い、或いは導電の位相
角を制御し、或いはインピーダンスを調整制御する等の方式でパワーを調整制御すること
より、ＬＥＤ二方向性駆動回路Ｕ１００を駆動する。
【００６１】
　或いは、ニーズによって並列式直流の電気エネルギーパワーコントローラー４００の選
択設置が可能で、その出力端を二方向性導電発光ダイオードセットＬ１００の入力端と並
列接続し、かつ並列式二方向性電気エネルギーパワーコントローラー４００の入力端を第
二インピーダンスＺ１０２と並列接続し、二方向性電気エネルギーパワーコントローラー
４００を通して、第二インピーダンスＺ１０２の両端で並列共振を示す交流分圧二方向性
電気エネルギーを調整制御し、パルス幅変調を行い、或いは導電の位相角を制御し、或い
はインピーダンスを調整制御する等の方式でパワーを調整制御し、二方向性導電発光ダイ
オードセットＬ１００を駆動する。
【００６２】
　　　（第６実施形態）
　図１４は、本発明の第６実施形態による脈動の電気エネルギーによる並列共振ＬＥＤ二
方向性駆動回路をＤＣ‐ＤＣコンバータより出力する電気エネルギーを受けてから駆動す
る回路例を示すブロック図である。ＤＣ‐ＤＣコンバータの構成を以下に示す。
　ＤＣ‐ＤＣコンバータ（ＤＣ　ｔｏ　ＤＣ　Ｃｏｎｖｅｒｔｅｒ）５０００は、よく使
われるメカトロニクス或いは固体パワーコンポネント及び電子回路関連コンポネントより
構成され、その入力端へ直流の電気エネルギーを入力し、その出力端はニーズによって選
定した固定或いは可変電圧及び固定或いは可変周期の直流脈動の電気エネルギーを出力す
る。
【００６３】
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　回路の作動機能は下記の通りである。
　ＤＣ‐ＤＣコンバータ５０００の入力端へ直流の電気エネルギーを入力し、その出力端
から直流脈動の電気エネルギーを出力し、かつＬＥＤ二方向性駆動回路Ｕ１００をＤＣ‐
ＤＣコンバータ５０００の出力端と並列に接続する。さらに、ＤＣ‐ＤＣコンバータ５０
００の入力端は、ニーズによって選定する固定或いは可変電圧の直流電気エネルギーを入
力し、或いは交流電気エネルギーを直流電気エネルギーに整流してから入力する。
【００６４】
　ＤＣ‐ＤＣコンバータ５０００の出力端は、ニーズによって選定した固定或いは可変電
圧及び固定或いは可変周期の脈動の電気エネルギーを出力することによって、ＬＥＤ二方
向性駆動回路Ｕ１００を制御及び駆動する。
　またＤＣ‐ＤＣコンバータ５０００で出力パワーの制御することより、直列共振のＬＥ
Ｄ二方向性駆動回路Ｕ１００への出力を制御し、或いは出力する電気エネルギーに対して
、パルス幅変調を行い、或いは導電の位相角を制御し、或いはインピーダンスを制御する
等の方式でパワーを調整制御することによって、ＬＥＤ二方向性駆動回路Ｕ１００を操作
制御と駆動する。
【００６５】
　　　（第７実施形態）
　図１５は、本発明の第７実施形態による脈動の電気エネルギーによる並列共振ＬＥＤ二
方向性駆動回路をインピーダンスコンポネントと直列に接続する回路例を示すブロック図
である。
　ＬＥＤ二方向性駆動回路Ｕ１００を少なくとも一個のよく使われるインピーダンスコン
ポネント５００と直列に接続してから電源と並列に接続する。
【００６６】
　インピーダンスコンポネント５００は、抵抗性インピーダンス特性を持つコンポネント
よりを構成する。
　或いは、インピーダンスコンポネント５００は、誘導性インピーダンス特性を持つデバ
スよりを構成する。
　或いは、インピーダンスコンポネント５００は、キャパシティブインピーダンス特性を
持つコンポネントよりを構成する。
【００６７】
　或いは、インピーダンスコンポネント５００は、単一インピーダンスコンポネントが同
時に抵抗性インピーダンス或いは誘導性インピーダンス或いはキャパシティブインピーダ
ンスの中で少なくとも二種の合成インピーダンス特性を持つコンポネントより構成される
ことによって、直流性質のインピーダンス或いは交流性質のインピーダンスを提供する。
　或いは、インピーダンスコンポネント５００は、単一インピーダンスコンポネントが誘
導性インピーダンス及びキャパシティブインピーダンスの合成インピーダンス特性を持つ
コンポネントより構成され、かつその並列共振周波数と通過する二方向性或いは一方向性
脈動の電気エネルギーの周波数或いは周期と同じで、また並列共振状態になることが可能
である。
【００６８】
　或いは、インピーダンスコンポネント５００は、キャパシティブインピーダンスコンポ
ネント或いは誘導性インピーダンスコンポネント或いは抵抗性インピーダンスコンポネン
トより構成され、その中の一種或いは一種以上を含む。さらに、一個或いは一個以上のイ
ンピーダンスコンポネントより構成され、或いは二種或いは二種以上の直列に接続するイ
ンピーダンスコンポネントを採用し、或いは並列や直並列接続より構成され、直流性質の
インピーダンス或いは交流性質のインピーダンスを提供する。
【００６９】
　或いは、インピーダンスコンポネント５００は、キャパシティブインピーダンスコンポ
ネントと誘導性インピーダンスコンポネントが互いに直列に接続することより構成され、
直列に接続してから固有直列共振周波数と通過する二方向性或いは一方向性脈動の電気エ
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ネルギーの周波数或いは周期と同じで、かつ直列共振状態を形成し、また相対的にキャパ
シティブインピーダンスコンポネント或いは誘導性インピーダンスコンポネントの両端に
、直列共振を示す相対端の電圧を形成することが可能である。
【００７０】
　或いは、キャパシティブインピーダンスと誘導性インピーダンスを互いに並列接続し、
並列接続してからの固有並列共振周波数は、通過する二方向性或いは一方向性脈動の電気
エネルギーの周波数或いは周期と同じで、かつ並列共振状態を形成し、かつ相対端の電圧
を形成することが可能である。
　図１６は、本発明の第７実施形態による脈動の電気エネルギーによる並列共振ＬＥＤ二
方向性駆動回路をインピーダンスコンポネントと直列接続し、スイッチユニットを通して
、直列、並列または直並列に接続する制御回路例を示すブロック図である。
　少なくとも二個のインピーダンスコンポネント５００が、メカトロニクスコンポネント
或いは固体コンポネントとの接続によって、スイッチユニット６００を構成し、かつ直列
、並列または直並列接続の切り替えを行うことより、ＬＥＤ二方向性駆動回路Ｕ１００の
パワーへの出力を調節制御してもよい。 
【００７１】
　　　（第８実施形態）
　本発明の実施形態による脈動の電気エネルギーによる並列共振ＬＥＤ二方向性駆動回路
において、第二インピーダンスＺ１０２の誘導性インピーダンスコンポネントＩ２００の
選択は、更に誘導効果を持つ変圧器電源巻線セットによって取り替え、変圧器を単巻変圧
巻線の単巻変圧器ＳＴ２００を選択し、或いは分離式変圧巻線の変圧器ＩＴ２００を選択
することが可能である。
【００７２】
　図１７は、本発明の第８実施形態による脈動の電気エネルギーによる並列共振ＬＥＤ二
方向性駆動回路において、単巻変圧器の単巻変圧の電源巻線によって第二インピーダンス
Ｚ１０２の誘導性インピーダンスコンポネントを取り替える昇圧回路例を示す模式図であ
る。図１７に単巻変圧器ＳＴ２００の昇圧機能を持つ単巻変圧巻線Ｗ０を示す。単巻変圧
器ＳＴ２００の単巻変圧巻線Ｗ０のｂ、ｃ端を電源側とし、第二インピーダンスＺ１０２
の中の誘導性インピーダンスコンポネントＩ２００を取り替えることによって、コンデン
サーＣ２００と並列に接続し、並列接続後の固有並列共振周波数は、電源からの脈動の電
気エネルギーの脈動周期並列共振状態を形成することによって第二インピーダンスＺ１０
２を構成し、第一インピーダンスＺ１０１を構成するコンデンサーＣ１００と直列に接続
する。コンデンサーＣ２００は単巻変圧器ＳＴ２００のタップ（ＴＡＰ）のａ、ｃ間或い
はｂ、ｃ間或いはほかのニーズによってタップ間での並列接続の選択が可能で、単巻変圧
器ＳＴ２００の単巻変圧巻線Ｗ０のａ、ｃ出力端より昇圧交流の電気エネルギーを出力す
ることより、二方向性導電発光ダイオードセットＬ１００を駆動する。
【００７３】
　図１８は、本発明の第８実施形態による脈動の電気エネルギーによる並列共振ＬＥＤ二
方向性駆動回路において、単巻変圧器の単巻変圧の電源巻線によって第二インピーダンス
Ｚ１０２の誘導性インピーダンスコンポネントを取り替える降圧回路例を示す模式図であ
る。図１８に単巻変圧器ＳＴ２００の降圧機能を持つ単巻変圧巻線Ｗ０を示す。単巻変圧
器ＳＴ２００の単巻変圧巻線Ｗ０のａ、ｃ端を電源側とし、第二インピーダンスＺ１０２
の中の誘導性インピーダンスコンポネントＩ２００を取り替えることによって、コンデン
サーＣ２００と並列に接続し、並列接続後の固有並列共振周波数は、電源からの脈動の電
気エネルギーの脈動周期と並列共振状態を形成することによって、第二インピーダンスＺ
１０２を構成し、第一インピーダンスＺ１０１を構成するコンデンサーＣ１００と直列に
接続する。コンデンサーＣ２００は単巻変圧器ＳＴ２００のタップのａ、ｃ間或いはｂ、
ｃ間或いはほかのニーズによってタップ間での並列接続の選択が可能で、単巻変圧器ＳＴ
２００の単巻変圧巻線Ｗ０のｂ、ｃ出力端より降圧交流の電気エネルギーを出力すること
より、二方向性導電発光ダイオードセットＬ１００を駆動する。
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【００７４】
　図１９は、本発明の第１１実施形態による脈動の電気エネルギーによる並列共振ＬＥＤ
二方向性駆動回路において、分離式変圧巻線の分離式変圧器の一次巻線によって第二イン
ピーダンスＺ１０２の誘導性インピーダンスコンポネントを取り替える回路例を示す模式
図である。図１９の中にある分離式変圧器ＩＴ２００は一次巻線Ｗ１及び二次巻線Ｗ２に
よって構成される。一次巻線Ｗ１と二次巻線Ｗ２との二者が分離され、その一次巻線Ｗ１
はコンデンサーＣ２００と並列に接続し、並列接続後の固有並列共振周波数は、電源から
の脈動の電気エネルギーの脈動周期と並列共振状態を形成することによって、第二インピ
ーダンスＺ１０２を構成してから、第一インピーダンスＺ１０１を構成するコンデンサー
Ｃ１００と直列に接続し、コンデンサーＣ２００は分離式変圧器ＩＴ２００のタップのａ
、ｃ間或いはｂ、ｃ間或いはほかのニーズによってタップ間での並列接続の選択が可能で
ある。分離式変圧器ＩＴ２００の二次巻線Ｗ２の出力電圧は、ニーズによって昇圧或いは
降圧に選択することが可能で、二次巻線の出力の交流の電気エネルギーは、二方向性導電
発光ダイオードセットＬ１００へ出力する。
【００７５】
　本発明の第８実施形態において、変圧器の電源巻線によって第二インピーダンスＺ１０
２の中の誘導性インピーダンスコンポネントＩ２００を取換え、コンデンサーＣ２００と
並列に接続し、並列共振を形成することによって、第二インピーダンスＺ１０２を構成す
る。分離式変圧器ＩＴ２００の二次側昇圧出力の交流電圧或いは降圧出力の交流の電気エ
ネルギーにより、二方向性導電発光ダイオードセットＬ１００を駆動する。
【００７６】
　本発明の実施形態による脈動の電気エネルギーによる並列共振ＬＥＤ二方向性駆動回路
は、ＬＥＤ二方向性駆動回路Ｕ１００の二方向性導電発光ダイオードセットＬ１００を構
成する個別発光ダイオードＬＥＤ１０１及びＬＥＤ１０２の色を、ニーズによって一種或
いは一種以上の色に選択することが可能である。
　本発明の実施形態による脈動の電気エネルギーによる並列共振ＬＥＤ二方向性駆動回路
は、ＬＥＤ二方向性駆動回路Ｕ１００における二方向性導電発光ダイオードセットＬ１０
０を構成する個別発光ダイオードＬＥＤ１０１の間での配列の位置関係において、順序に
従う線状配列、順序に従う面状配列、交錯する線状配列、交錯する面状配列、特定平面に
従う幾何学的な位置配列、または特定立体に従う幾何的な位置配列を示すことが可能であ
る。
【００７７】
　本発明の脈動の電気エネルギーによる並列共振ＬＥＤ二方向性駆動回路は、ＬＥＤ二方
向性駆動回路Ｕ１００の中にある回路コンポネントセットの構成形態において、個別回路
コンポネントより単独構成してから互いに接続するか、少なくとも二個の回路コンポネン
トセットによって組立てから、少なくとも二個の一部の機能のユニットを互いに接続する
か、全体が一体構造を示す。
　上記をまとめると、本発明の脈動の電気エネルギーによる並列共振ＬＥＤ二方向性駆動
回路は、キャパシティブ単極性充放電によって発光ダイオードを駆動すると、進歩する電
気節約、低熱ロス及びコスト削減機能を特徴とする。
【符号の説明】
【００７８】
　Ｃ１００、Ｃ２００：コンデンサー、ＣＲ１００、ＣＲ１０１、ＣＲ１０２、ＣＲ２０
１、ＣＲ２０２：ダイオード、ＥＳＤ１０１、ＥＳＤ１０２：充放電可能装置、Ｉ１００
、Ｉ１０３、Ｉ１０４、Ｉ２００：誘導性インピーダンスコンポネント、ＩＴ２００：変
圧器、Ｌ１００：二方向性導電発光ダイオードセット、ＬＥＤ１０１：第一発光ダイオー
ド、ＬＥＤ１０２：第二発光ダイオード、Ｒ１０１：放電抵抗、Ｒ１００、Ｒ１０３、Ｒ
１０４：限流抵抗、ＳＴ２００：単巻変圧器、Ｕ１００：ＬＥＤ二方向性駆動回路、Ｗ０
：単巻変圧巻線、Ｗ１：一次巻線、Ｗ２：二次巻線、Ｚ１０１：第一インピーダンス、Ｚ
１０２：第二インピーダンス、ＺＤ１０１、ＺＤ１０２：ツェナーダイオード、３００：
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直列式二方向性電気エネルギーパワーコントローラー、３３０：直列式直流の電気エネル
ギーパワーコントローラー、４００：並列式二方向性電気エネルギーパワーコントローラ
ー、４３０：並列式直流の電気エネルギーパワーコントローラー、５００：インピーダン
スコンポネント、６００：スイッチユニット、５０００：ＤＣ‐ＤＣコンバータ
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